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「
経
済
学
批
判
要
綱
』

に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程
(
上
)

-
|
流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
諸
規
定
の
検
討
を
中
心
と
し
て
|
|

水

ノー、
口'

謙

、冶

が

き

資
本
の
流
通
過
程
に
関
す
る
「
一
八
五
九
年
0

フ
ラ
ン
草
案
」
の
内
容

流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
諸
規
定
に
つ
い
て
(
一
)

流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
諸
規
定
に
つ
い
て
(
二
)

総

括
再
生
産
論
に
関
す
る
諸
論
述
の
検
討

l土

iJ'、
み
C

『
資
本
論
』
第
二
部
「
資
本
の
流
通
過
程
」
を
十
分
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
母
胎
と
も
い
い
う
る

通
過
程
」
に
関
す
る
論
述
や
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
「
資
本
の
紋
述
プ
ラ
ン
草
案
」
(
一
八
五
九
年
)

し

『
要
綱
』
で
の
「
資
本
の
流

の
「
H
資
本
の
流
通
過

特
に
後
者
に
お
い
て
は
、
鎖
述
す
べ
き
ほ
ぼ
三
十
六
の
項
目
が
提
示
さ

程
」
に
つ
い
て
正
確
な
理
解
を
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

れ
、
そ
の
諸
項
目
に
つ
い
て
殺
述
し
で
あ
る
『
要
綱
』
の
べ
l
ジ
と
行
と
の
指
示
が
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
指
示
に
よ
っ
て
右
の
諸
項
目

の
主
た
る
内
容
と
関
連
を
概
括
し
て
表
示
す
れ
ば
、
当
時
マ
ル
ク
ス
が
「
資
本
の
流
通
過
程
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ま
た
ど
の
よ
う

に
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
研
究
す
る
の
に
役
立
つ
に
ち
が
い
な
い
。

こ
の
作
業
を
お
こ
な
う
ば
あ
い
、
流
動
資
本
と
回
定
資
本
に
関
す
る
諸
規
定
を
『
資
本
論
』
と
の
関
連
で
正
し
く
整
理
し
て
と
ら
え
る

こ
と
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
要
綱
』
に
せ
よ
「
プ
ラ

γ
草
案
」
に
ぜ
よ
、
と
の
諸
規
定
を
軸
に

し
て
資
本
の
流
通
過
程
の
展
開
が
は
か
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
鍛
述
は
「
一
切
、
か
ご
た
ま
ぜ
に
な
っ
て
い
て
」

(
一
八
五
八
年
五
月
三
十
一
日
付
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
)
全
体
の
筋
が
つ
か
み
に
く
い
だ
け
で
な
く
、
右
の
一
詰
規
定
白
身
も
ま
だ
十
分
に

仕
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
(
ち
な
み
に
、

わ
た
く
し
の
知
る
限
り
で
は
、
こ
の
点
で
の
固
有
の
研
究
は
ほ
ん

の
一
、
一
一
し
か
な
く
、
し
か
も
十
分
に
は
納
得
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
)
。

そ
乙
で
本
稿
で
は
、

『
要
綱
』
や
「
0

フ
ラ
ン
草
案
L

に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程
の
理
解
i
iー
そ
の
課
題
、
内
容
、
構
成
等
に
関
す
る

理
解
|
|
の
一
端
を
え
ら
れ
れ
ば
と
い
う
期
待
の
も
と
に
、

「
プ
ラ

γ
草
案
」
に
関
す
る
前
述
の
作
業
と
右
の
流
動
資
本
と
固
定
資
本
の

諸
規
定
の
検
討
を
行
い
た
い
と
思
う
(
表
題
に
は
直
接
「
プ
ラ
ン
草
山
菜
」
の
考
察
と
い
う
面
を
示
し
え
な
か
っ
た
、
か
、
そ
れ
は
単
に
表
題

、
か
長
す
ぎ
ぬ
よ
う
に
と
い
う
配
震
か
ら
に
す
、
ぎ
な
い
)
。

な
お
、
か
つ
て
私
は
、
そ
の
主
要
部
分
が
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
マ
ル
ク
ス
の
二
十
三
刊
の
ノ
l

ト
を
主
た

る
対
象
に
し
て
、
彼
の
「
再
生
産
過
程
に
関
す
る
経
済
表
」
の
成
立
過
程
や
『
資
本
論
』
第
二
部
第
三
篇
「
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と

流
通
」
の
構
想
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

Q
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
巻
第
一
号
j
第
三
号
所
載
)
。
そ
の
さ
い
に
、

『
要

綱
』
で
の
再
生
産
論
に
か
か
わ
る
論
及
の
考
察
を
除
外
し
た
の
は
、
そ
こ
で
は
こ
の
問
題
が
ま
だ
固
有
の
も
の
と
し
て
は
提
起
さ
れ
て
お



ら
ず
、
こ
の
問
題
に
直
接
論
及
し
て
い
る
箇
所
も
ほ
と
ん
ど
み
あ
た
ら
ぬ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
は
、

『
要
綱
』
の
絞

述
や
「
0

フ
ラ
ン
草
案
」
に
そ
く
し
て
、

よ
り
詳
し
く
検
討
さ
れ
一
証
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
再
生
産
論
に
関
し
て
特
に
重
要
と
思
わ
れ

る
論
及
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
詰
検
討
に
か
つ
て
の
研
究
を
連
係
さ
せ
乙
な
ら
ば

マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
論
の
形
成
過
程
を
よ
り
深
く
と
ら
え
う
る
し
、
再

生
産
論
ひ
い
て
は
『
資
本
論
』
を
も
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
考
察
は
、
こ
う
し
た
視
角
か
ら
『
要
綱
』

等
の
研
究
を
行
う
過
程
で
自
ら
う
ま
れ
た
一
産
物
で
あ
る
。
総
括
が
あ
る
程
度
と
の
視
角
を
反
映
し
た
内
容
を
ふ
く
ん
だ
り
、
補
章
で
再

生
産
論
に
関
す
る
個
々
の
論
及
の
検
討
が
加
え
ら
れ
た
の
も
と
の
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。

(
1
)
z
o
z
E同
町
目
己
負
民
岳
民
内
【
首
旬
。
一
E
R
r
o

ロ。rc口
O
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F
0
3
(
毘
印
吋
同
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日
∞
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O
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〈
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ω
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『
経
済
学
批
判
要
綱
』

高
木
孝
二
郎
駐
訳
、
大
月
害
応
、

I
I
V
)
。
以
下
の
引
用
で
こ
と
わ
り
の
な
い
ぽ
あ
い
は
、
す
べ
て
円
安
綱
』
か
ら
の
引
用
と
す
る
。

(
2
)
〔
宮
山
口
。
ロ
件
当
ロ
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町
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C
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H
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m
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℃
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門
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《
目
白
色
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σ
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Z
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〈口口
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¥
Z
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(
ω
g
u
i
u∞0
・
訳
V

一

O
九
七
l
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
)
。
以
下
で
は
一
0

フ
ラ
ン
草
案
」
と
略
記
す
ろ
。

(邦訳、

第
一
章

資
本
の
流
通
過
程
に
関
す
る
「
五
九
年
。
フ
ラ
ン
草
案
」

の
内
容

『
要
綱
』
当
時
、

マ
ル
ク
ス
は
、
経
済
学
の
体
系
を
周
知
の
六
項
目
の
順
序
で
と
ら
え
、
そ
の
「
第
一
部
資
本
」
を
「

a
資
本
一
般
。

b
競
争
ま
た
は
多
数
資
本
の
相
互
に
対
す
る
行
動
。

C

信
用
。

d
株
式
資
本
」
と
い
う
か
た
ち
で
鮫
述
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
八
五

八
年
四
月
二
日
付
、
ェ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
〉
。
こ
の
う
ち
「

a
資
本
一
般
」
は
、

「

1
価
値
。

2
貨
幣
。

3
資
本
」
の
三
つ
に
わ
け
ら
れ

(
同
手
紙
)
、

「
3
資
本
」
は
ま
た
、

「
資
本
の
生
産
過
程
、
資
本
の
流
通
過
程
、
両
者
の
統
一
ま
た
は
資
本
お
よ
び
利
潤
、
利
子
」
と

円
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

四

い
う
よ
う
に
妓
述
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
(
同
年
一
二
月
十
一
日
付
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
)
。

「
プ
ラ
ン
草
案
」
は
、

「
3
資
本
」
に
つ
い
て
の
「

I
資
本
の
生
産
過
程
」
、

「
E
資
本
の
流
通
過
程
」
、

「
E
資
本
と
利
潤
」
と
い

う
各
篇
ご
と
の
さ
ら
に
詳
細
な
絞
述
。
フ
ラ
ン
で
あ
っ
て
、

「
1
価
値
。

2
貨
幣
」
を
対
象
に
し
た
著
書
『
経
済
学
批
判
』
の
出
版
(
一
八

五
九
年
二
月
)
直
後
、

「
3
資
本
一
の
著
述
の
た
め
に
五
七
年

l
五
八
年
の
手
稿
全
部
を
読
み
な
お
す
な
か
で
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ

る。
「
資
本
一
般
」
の
紋
述
プ
ラ
ン
中
、
第
一
篇
と
第
三
篇
の
具
体
的
。
フ
ラ
ン
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
が
、
第
二
篇
に
関
す
る
。
フ
ラ
ン
は
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
右
の
も
の
、
が
唯
一
の
も
の
と
さ
れ

τい
る
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
つ
、
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
(
ペ
ー
ジ
数
と
行
数
の
指
示
ば
省
略
す
る
。
ま
た
番
号
は
便
笠
上
引
用
者
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
)
。

「
I

資
本
の
流
通
過
程

①
資
本
の
価
値
増
殖
過
程
は
、
同
時
に
そ
の
価
値
喪
失
過
程

②
詰
矛
盾
〔
こ
の
こ
と
は
、
第
二
章
、
諸
資
本
の
競
争
に
属
す
る
〕

③
資
本
は
、
生
産
過
程
と
価
値
増
殖
と
の
過
程
と
し
℃
の
統
一
で
あ
る
。

④
資
本
の
布
教
的
傾
向
。

⑤
一
資
本
の
文
明
化
傾
向
。

⑥
生
産
と
価
値
増
殖
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
。

⑦
商
品
の
貨
幣
へ
の
転
化
。

@
資
本
の
流
通
。

(
チ
ャ

l
マ
l
ズ
)
。

チ
ャ

l
マ
1
ズ
に
対
し
て
。

ブ
レ
イ
ク
。



@ @ @ @ @⑮@⑫⑮  
『延、回、全、大、園、資、商、流、回、本
霊長、定、流、流、室、末、品、通、転、と
Z さ、 資、 通、 通、 資、 の、 望書、 時、 。 間
五れ、本、は、と、本、回、本、問、ぃ、 A
判 Tご、。三、小、。転、、。ろ、資
要流、流、重、流、流、の、貨、 ぃ、本
桐通、動、で、通、動、尺、幣、 ろ、へ
』時、資、あ、。資、度、資、な、の
に問、木、る、 木、と、本、 回、移
~ 11 0 0 。 し、、転、行
LA 少両 て、産、数、。
蚕な者 の、業、
本くに 一、資、
のなお 年、本、
読E つい c 

通たて
迫再
位生労
産働
のの
回社
数会
、的

支規
た定
f:t カ二
生資
産本
過に
程お
にき
あか
るえ
資ら
本れ
の τ
量い
のる
IA 
減
少
V 

五達、
吋、

性、
カ1

固
定

⑨
生
産
過
程
、
流
通
過
程
。

⑩
遊
休
資
本
。

⑪
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
時
間
。

@
J
・
白
・
ミ
ル
。
流
通
時
間
。
(
遊
休
資
本
)
。

⑬
貴
本
の
通
流
。

⑭
流
通
費
用
。

⑬
流
動
資
本
。
固
定
さ
れ
た
資
本
。

ぞ
れ
〈
資
本
の
異
な

っ
た
経
過
的
諸
規
定
〉
よ
り

つ
の
特
殊
な
資
本
種
類
と
し
て
の
流
動
資



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
木
の
流
通
過
程

__，__ 
ノ、

資
本
に
と
っ
で
必
然
と
な
る
。
中
断
ば
、
だ
か
ら
前
提
さ
れ
た
価
値
の
損
失
。

@
固
定
資
本
と
労
働
に
た
い
す
る
需
要
。
(
パ

1
ト
ン
)
。

ポ
テ
ン
ツ

@
固
定
資
本
。
社
会
に
お
け
る
固
定
資
本
と
流
動
資
本
と
の
割
合
。
流
動
資
本
よ
り
も
高
次
の
位
相
。

@
固
定
資
本
の
耐
久
性
。

@
貨
幣
は
、

固
定
資
本
で
あ
り
流
動
資
木
で
も
あ
る
。

@
個
人
的
消
費
と
の
関
連
で
の
固
定
資
本
と
流
〔
動
資
本
〕
。

⑧
総
資
本
の
平
均
回
転
(
そ
の
価
値
増
殖
と
の
関
連
で
)
。
回
定
資
本
と
流
動
資
本
の
回
転
の
割
合
Q

連
続
性
。

〔
動
〕
資
〔
本
〕
に
と
っ
て
と
固
定
資
本
に
と
っ
て
の
区
別
。
固
定
資
本
の
再
生
産
時
間
は
、
経
済
循
環
の
尺
度
単
位
と
な
る
。

生
産
の
中
断
の
一
、
流

総
再
生

産
局
面
。

@
流
〔
動
〕
資
〔
本
〕
と
固
〔
定
〕
資
〔
本
〕
の
さ
ま
ざ
ま
な
復
帰
。

@
そ
の
使
用
価
値
が
流
通
に
入
り
こ
む
固
定
資
本
。

@
固
定
資
本
と
流
〔
動
〕
資
〔
本
〕
の
生
産
。

@
固
定
資
円
本
〕
の
維
持
費
。

@
固
定
資
〔
本
〕
と
流
〔
動
一
〕
資
〔
本
〕
の
所
得
。
(
間
円
定
〕
資
〔
本
〕
と
流
〔
動
〕
資
本

2還
流
)
。

@
商
品
の
使
用
価
値
に
よ
る
再
生
産
時
間
の
規
定
。
」

(
ω
-
S印
1
1
3叶
u

訳
V
、

二

O
五
ペ
ー
ジ
一
一
コ
八
ペ
ー
ジ
)
。

以
下
、
右
の
諸
項
目
に
付
さ
れ
て
い
る
『
要
綱
』
の
該
当
。
へ

l
ジ
と
行
と
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、

そ
の
諸
項
目
の
内
容
を
ご
く
簡
単

に
要
約
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
(
異
な
る
項
目
で
指
示
。
へ

l
夕
、
が
重
複
し
て
い
る
ば
あ
い
、

で
き
る
だ
け
そ
の
項
目
に
そ
く
し
た
内
容



だ
け
を
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
も
と
に
要
約
し
、

か
っ
、
内
容
上
重
複
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ば
あ
い
は
、
な
る
べ
く
忠
実
に
両
方
の
項
目

に
そ
れ
を
提
示
す
る
が
、
紙
数
の
制
限
上
、
あ
る
程
度
一
方
を
省
略
す
る
こ
と
も
あ
る
)
。

①
「
資
本
の
価
値
精
精
過
程
は
同
時
に
そ
の
価
値
喪
失
過
程
」

(ωωgHO--208) 

資
本
の
価
値
増
殖
過
程
は
同
時
に
そ
の
価
値
喪
失
過
程
宙
E
4
4
3
Zロ
m
e
H
O
E
S
-
そ
の
貨
幣
資
格
喪
失
(
巳

E
5
5神
宮
田

Z
O出
)

と
し
て
も
現
れ
る
(
生
産
力
増
加
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
減
少
リ
現
存
す
る
資
本
の
価
値
喪
失
は
こ
こ
で
の
問
題
で
は
な
く
て
諸
資
本
の
集
積
と
競
争

の
理
論
に
属
す
る
)
。
こ
こ
で
あ
っ
か
う
価
値
喪
失
と
は
、
資
本
が
貨
幣
形
態
か
ら
商
品
形
態
に
移
行
す
る
こ
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
本
が
自
己
増
殖
す
る
に
は
、
ま
ず
貨
幣
形
態
か
ら
使
用
価
値
形
態
に
移
行
せ
ね
ば
な
ら
、
す
、

そ
れ
に
よ
っ
て
資
本
の
価
値
と
し
て
の
形

態
を
失
う
の
で
あ
る
。
こ
の
価
値
喪
失
過
程
は
何
倍
増
殖
過
程
の
契
機
を
な
す
が
、
こ
の
こ
と
は
過
程
の
生
産
物
は
そ
の
直
接
の
形
態
で

は
価
値
で
は
な
く
て
価
値
と
し
て
実
現
き
れ
る
に
は
ま
ず
流
通
に
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
の
う
ち
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。

資
本
の
一
つ
の
過
程
か
ら
他
の
過
程
へ
の
移
行
は
そ
れ
ら
の
内
的
統
一
に
も
か
か
わ
ら
ず
偶
然
的
で
あ
り
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も

独
立
し
て
い
る
。
し
か
し
生
産
全
体
は
資
本
を
基
礎
に
し
て
お
り
、
資
本
運
動
の
全
諸
契
機
が
実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
大
局
的
に

は
こ
の
統
一
は
実
証
さ
れ
、
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
吾
々
が
到
達
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
資
本
は
ま
で
流
通
を
制
約
す
る
も
の
と
し
て

で
は
な
く
、
た
だ
単
に
流
通
の
契
機
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
資
本
は
い
ま
や
も
商
品
一
般
と
し
て
商
品
と
運
命
を
と
も
に
す
る
。
そ
れ
が
貨

幣
と
交
換
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
偶
然
的
な
も
の
と
な
る
。

ア
プ
タ
イ
ル

γ
グ

②
「
諸
矛
盾
(
こ
れ
は
第
二
章
の
競
争
に
属
す
る
)
」

(ω
・
8
S
1
2
0
8
)

い
ま
や
資
本
は
生
産
物
・
商
品
と
し
て
こ
の
過
程
の
外
部
に
あ
る
流
通
に
依
存
し
て
現
れ
、

か
く
て
こ
の
過
程
の
外
部
に
あ
る
制
限
が

現
れ
る
。
第
一
の
制
限
は
消
費
つ
ま
り
商
品
に
対
す
る
欲
望
で
あ
り
、
第
二
の
制
限
は
商
品
に
対
す
る
等
価
物
の
存
在
で
あ
る
。

い
空
や

円
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

七



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

八

生
産
過
程
は
、
そ
れ
が
流
通
過
程
に
移
行
し
え
ぬ
限
り
、
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ
も
の
と
な
っ
て
現
れ
る
。
資
本
は
そ
の
全
運
動
の
必
然
的
条

件
と
し
て
の
流
通
を
前
提
と
す
る
。
全
生
産
物
は
貨
幣
に
転
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
当
面
重
要
な
の
は
、
か
か
る
矛
盾
を
確
認
す
る
こ
と

で
あ
っ
て
、
矛
盾
が
い
か
に
止
揚
、
再
生
産
き
れ
る
か
は
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
(
単
純
な
)
流
通
上
の
諾
矛
盾
が
新
し
い
形
で
復
活
す
る
。

@
「
資
本
は
生
産
と
価
値
増
殖
と
の
過
程
と
し
て
の
統
一
で
あ
る
」

(
ω
-
U
H
C
忌
ー
ー
ω
H
H
N
唱匂

t
t噂
ω

・ω

ロ5
4
|
ω
H
h
p
u申
)

資
本
一
般
を
扱
う
こ
こ
で
は
、
右
の
統
一
は
直
接
的
に
で
は
な
く
、
外
的
諸
条
件
と
む
す
び
つ
い
た
一
つ
の
過
程
と
し
て
の
み
存
在
す

一
方
で
は
普
遍
的
産
業
労
働
(
剰
余
労
働
)
を
ワ
く
り
だ
す
と
同
時
に
、
他
方
で
は
自
然

と
人
間
の
諸
性
質
の
一
般
的
利
用
の
体
系
を
つ
く
り
だ
す
。
資
本
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
を
つ
く
り
だ
し
、
こ
の
社
会
の
構
成
員
を
通
じ
て

自
然
と
社
会
的
関
連
の
普
遍
的
領
有
を
つ
く
り
だ
す
。
こ
こ
か
ら
資
本
の
文
明
化
作
用
|
|
資
本
に
よ
る
一
つ
の
社
会
的
段
階
の
生
産
が

る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
資
本
家
的
生
産
は
、

で
④て
「く
資る
本
の生
布Z産
教ユ力
的古の
傾去発
向展
し一 。
欲
望
の
拡
大

一
切
の
制
限
の
打
破
。

(
ω
-
U
H
H
M
1
g
)
 

⑤
「
資
本
の
文
明
化
傾
向
」

(ω
・
2
N
H
1
l
u
z
u
)

絶
対
的
剰
余
価
値
の
創
造
は
た
え
ず
流
通
の
園
域
が
拡
大
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
あ
一
る
場
所
で
つ
く
ら
れ
た
剰
余
価
値
は
、

交
換
さ
れ
る
た
め
に
他
の
場
所
で
の
剰
余
価
値
の
創
造
を
必
要
と
す
る
。
流
通
は
最
初
あ
た
え
ら
れ
た
犬
き
さ
と
し
て
現
れ
た
が
、
こ
こ

で
は
生
産
を
通
じ
て
拡
大
し
つ
つ
あ
る
大
き
さ
と
し
て
現
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
流
通
は
す
で
に
生
産
の
一
契
機
と
し
て
現
れ

る
。
だ
か
ら
資
本
は
、

一
面
で
は
た
え
ず
よ
り
多
く
の
剰
余
労
働
を
創
造
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
も
っ
と
同
時
に
、

よ
り
多
く
の
交
換
地
点

を
創
造
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
も
っ
。
世
界
市
場
を
創
造
せ
ん
と
す
る
傾
向
は
直
接
に
資
本
概
念
の
う
ち
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
Q

ど
ん
な

限
界
も
克
服
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
現
れ
る
。
他
方
で
は
、
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
は
、
新
し
い
消
費
の
生
産
、
流
通
内
部
で
の
消



費
の
圏
域
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
現
消
費
量
の
拡
大
、
現
存
の
欲
望
の
普
及
に
よ
る
新
し
い
欲
望
の
創
造
、
新
し
い
欲
望

の
生
産
と
新
し
い
使
用
価
値
の
発
見
と
創
造
。
こ
う
し
て
労
働
と
生
産
の
種
類
の
た
え
ざ
る
発
展
と
拡
大
、
普
遍
的
産
業
労
働
の
創
造
と

自
然
と
人
間
の
諾
性
質
の
一
般
的
利
用
の
体
系
の
作
出
。
こ
と
か
ら
し
て
資
本
の
文
明
化
作
用
(
資
本
に
よ
る
一
社
会
的
段
閣
の
生
産
)
が

出
て
く
る
。

⑥
「
生
産
と
価
値
増
殖
と
の
易
い
だ
の
矛
盾
し
(
∞
-
U
円安

1
2寄
与
-
u
u
r
u
N
F
U
)

ま
ず
、
生
産
一
般
に
で
は
な
く
資
本
家
的
生
産
に
制
限
が
あ
る
点
を
把
握
す
る
こ
と
。
資
本
は
生
産
の
全
制
限
を
の
り
こ
え
て
前
進
す

る
一
般
的
傾
向
を
も
つ
が
、
他
方
で
は
、
こ
の
傾
向
と
矛
盾
す
る
生
産
の
特
殊
な
制
限
作
用
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
過
剰
生
産
の
基

礎
、
発
展
し
た
資
本
の
基
本
的
矛
盾
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
た
め
に
証
明
し
て
お
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
資
本
は
労
働
と
価
値
創
造

を
無
限
に
拡
大
せ
ん
と
す
る
が
、
他
方
で
は
、
賃
銀
を
そ
の
最
低
限
に
お
し
さ
げ
よ
う
と
す
る
。
資
本
に
と
っ
て
の
必
然
的
制
限
は
、
生

き
た
労
働
力
の
交
換
価
値
の
眼
界
と
し
て
の
必
要
労
働
、
剰
余
労
働
と
生
産
力
の
発
展
の
限
界
と
し
て
の
剰
余
価
値
、
生
産
の
限
界
と
し

て
の
貨
幣
、
交
換
に
よ
る
使
用
価
値
の
生
産
の
抑
制
、
等
々
で
あ
る
。
し
か
し
資
本
は
、
そ
の
一
般
的
傾
向
か
ら
し
て
こ
れ
ら
の
諸
契
機

を
み
お
と
す
の
で
あ
っ
て
、
と
と
か
ら
過
剰
生
産
が
、
こ
れ
ら
一
切
の
必
然
的
諸
契
機
の
突
然
の
回
想
が
お
こ
る
の
で
あ
る
。

⑦
「
商
品
の
貨
幣
へ
の
転
化
」

(ω
・ω
2
5
i
u印
ω子
ω
・令
u
d
T一時)

資
本
は
生
産
過
程
を
通
じ
て
円
価
値
増
殖
す
る
、
∞
価
値
離
脱
す
る
(
貨
幣
形
態
か
ら
商
品
形
態
へ
の
移
行
〉
、
悼
剰
余
価
値
を
ふ
く
ん

だ
商
品
と
し
て
貨
幣
と
交
換
さ
れ
新
価
値
と
と
も
に
自
己
増
殖
す
る
。
こ
の
第
一
一
一
の
過
程
の
現
実
的
困
難
は
資
本
一
般
を
扱
う
こ
こ
で
は

可
能
性
と
し
て
の
み
存
在
し
、
可
能
性
に
お
い
て
の
み
止
揚
さ
れ
る
。
そ
こ
で
資
本
は
い
ま
や
貨
幣
と
し
て
指
定
さ
れ
、
貨
幣
は
実
現
さ

れ
た
資
本
と
い
う
新
し
い
規
定
で
措
定
さ
れ
る
。
商
品
の
一
般
的
尺
度
と
し
て
の
貨
幣
の
第
一
規
定
が
、
い
ま
や
剰
余
価
値
の
尺
度
と
し

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

九



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

。

て
反
復
さ
れ
る
。
資
本
の
貨
幣
形
態
は
そ
の
第
二
形
態
(
流
通
手
段
〉
と
い
う
面
か
ら
み

Z
と
、
流
通
手
段
一
般
と
し
て
の
貨
幣
の
ぼ
あ

い
の
よ
う
に
消
費
の
目
的
で
商
品
(
使
用
価
値
〉
と
交
換
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
資
本
と
し
て
新
た
に
流
通
を
は
じ
め
る
た
め
の
特
殊
な

使
用
価
値
(
生
産
手
段
と
労
働
能
力
)
と
交
換
さ
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
流
通
に
対
し
て
否
定
的
に
ふ
る
ま
う
自
立
的
価
値
と

し
て
の
貨
幣
の
第
三
形
態
と
い
う
面
か
ら
み
る
と
貨
幣
は
、
自
分
に
関
係
す
る
価
値
の
形
態
で
商
品
と
な
り
流
通
に
入
る
資
本
で
あ
る

(
資
木
と
利
子
)
。
こ
の
形
態
は
以
前
の
形
態
に
あ
る
資
本
を
想
定
し
、
同
時
に
特
殊
怠
・
現
実
的
な
資
本
へ
の
過
渡
を
な
し
て
い
る
。

⑨
「
資
本
の
流
通
。
(
チ
ャ
1
7
1
ズ
)
。
チ
ャ

1
7
l
ズ
に
対
し
て
。
ブ
レ
イ
ク
」

(ω

・白日
Z

F

少
念
品

ui色町
8
・
ω
・印日中日∞
1
1
8
0
F
ω

・

E
H
N印
1
2企
?
ω
・
弓
企
IH--ω
・叶
N
印

UHlb)

貨
幣
流
通
は
無
限
の
出
発
点
と
復
帰
点
と
を
も
つ
が
、
資
本
の
流
通
で
は
出
発
点
は
復
帰
点
と
し
て
、
復
帰
点
は
出
発
点
と
し
て
措
定

さ
れ
る
。
貨
幣
流
通
で
は
貨
幣
が
動
か
な
い
も
の
に
な
る
と
消
滅
す
る
が
、
後
者
は
無
限
の
運
動
で
あ
る
。
前
者
で
は
価
格
措
定
が
形
式

的
で
あ
る
の
に
、
後
者
で
は
現
実
的
で
あ
り
、

ま
た
資
本
流
通
の
全
契
機
が
資
本
の
再
生
産
の
契
機
で
あ
る
。
資
本
流
通
に
お
け
る
形
態

転
換
と
素
材
転
換
の
場
合
、
後
者
の
面
か
ら
み
る
と
貨
幣
は
単
に
流
通
手
段
と
し
て
生
産
と
消
費
、
生
産
と
生
産
を
媒
介
す
る
も
の
と
し

て
現
れ
る
。
前
者
の
面
か
ら
み
る
と
、
貨
幣
は
価
値
増
殖
の
名
目
的
尺
度
と
し
て
、
ま
た
あ
る
局
面
に
存
在
す
る
価
値
と
し
て
現
れ
る
。

資
本
の
運
動
と
し
て
の
流
通
を
考
察
す
る
と
こ
で
は
、
資
木
は
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
的
に
規
定
さ
れ
た
諸
契
機
|
|
商
品
資
本
、
貨
幣
資

本
、
産
業
資
本
ー
ー
ー
と
し
て
措
定
さ
れ
固
定
さ
れ
る
。

チ
ャ

1
マ
l
ズ
は
、
資
本
主
義
生
産
の
目
的
は
価
値
(
貨
幣
)
で
あ
っ
て
商
品
、
使
用
価
値
等
で
は
な
い
点
を
正
し
く
つ
い
て
い
る
。

他
方
、
資
本
の
価
値
と
し
て
の
貨
幣
と
現
存
す
る
金
属
貨
幣
と
を
混
同
す
る
連
中
の
愚
鈍
さ
に
お
ち
入
っ
て
い
な
い
。
守
ブ
レ
イ
ク
は
、
流

通
貨
幣
量
の
増
大
等
が
価
格
の
増
大
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
資
本
の
一
部
が
つ
ね
に
遊
休
し
て
い
る
点
を



示
し
て
い
る
。
な
お
ニ
ュ

l
マ
ン
は
、
全
流
通
過
程
を
「
経
済
循
環
」
と
よ
ん
で
い
る
。

⑨
「
生
産
過
程
、
流
通
過
程
」

(ω

丘町

uuiお
ぴ
)

資
本
流
通
を
全
体
と
し
て
孝
察
す
る
と
、
二
つ
の
契
機
|
|
生
産
と
流
通
の
過
程
ー
ー
が
資
本
流
通
の
二
大
区
分
と
し
て
現
れ
る
。
生

産
部
面
で
の
資
本
の
滞
留
期
間
は
生
産
力
の
発
展
と
一
致
す
る
(
種
々
の
諸
資
本
を
想
定
す
れ
ば
、
こ
の
滞
留
期
間
も
流
通
の
一
契
機
と
な
る
が

、
こ
こ
で
は
ま
だ
多
数
の
資
本
は
扱
わ
な
い
)

0

第
二
の
契
機
は
、
資
本
が
生
産
物
に
転
化
し
て
か
ら
貨
幣
に
な
る
ま
で
の
時
間
で
あ
る
。

本
は
剰
余
価
値
を
ひ
き
だ
し
う
る
だ
ろ
う
か
ワ

生
産
費
用
は
直
接
的
生
産
過
程
で
対
象
化
さ
れ
た
労
働
時
間
プ
ラ
ス
輸
送
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
労
働
時
間
に
帰
着
す
る
。
輸
送
費
か
ら
資

輸
送
時
間
の
一
部
は
必
要
労
働
を
こ
え
た
剰
余
労
働
時
間
だ
か
ら
、
そ
れ
は
不
払
い
で

あ
る
。
と
も
あ
れ
、
同
一
資
本
が
生
産
し
輸
送
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
直
接
生
産
の
な
か
に
入
り
、
流
通
は
生
産
物
が

予
定
の
場
所
に
も
ち
こ
ま
れ
て
か
ら
開
始
さ
れ
る
。
生
産
が
交
換
に
立
脚
す
る
に
応
じ
て
交
換
の
物
的
諸
条
件
(
交
通
手
段
と
運
輸
手

段
)
は
生
産
に
と
っ
て
一
層
重
要
な
も
の
に
な
る
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
空
間
的
制
限
を
の
り
こ
え
て
ゆ
く
資
本
の
本
性
か
ら
し
て
、
と
う

し
た
諸
条
件
の
創
造
が
資
本
に
と
っ
て
緊
急
の
必
然
事
と
な
る
。
こ
の
諸
条
件
は
低
廉
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
諸
条

代
表
し
て
肩
代
り
す
る
。

件
の
「
生
産
」
が
一
資
本
家
の
事
業
と
し
て
採
算
に
あ
わ
ぬ
こ
と
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
を
株
式
会
社
が
行
っ
た
り
国
家
が
資
本
の
要
求
を

ア
プ
シ
ュ
ニ
ト

(
価
値
増
績
の
固
有
の
法
則
を
も
っ
固
定
資
本
の
一
形
態
を
な
し
て
い
る
か
ら
、
交
通
手
段
に
特
別
の
一
篇
を
さ
く
要
が

あ
ろ
う
)
。

⑩
「
遊
休
資
本
」

(ω
・令。
N
N
|
お
∞
合
)

ベ
イ
リ
l
は
、
遊
休
資
本
は
流
通
速
度
が
早
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
流
通
に
投
じ
う
る
と
の
ベ
、

一
般
に
あ
る
国
で
資
本
が
完

全
に
使
用
さ
れ
つ
く
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
需
要
が
増
加
し
て
も
生
産
を
増
加
さ
せ
え
な
い
だ
ろ
う
と
の
べ
て
い
る
。
ま
た
、
遊
休
資
本

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
げ
る
資
本
の
流
通
過
程

概
念
が
流
通
に
属
し
て
い
る
の
は
、
流
通
に
み
い
記
さ
れ
ぬ
資
本
は
眠
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
も
い
っ
て
い
る
(
以
下
、
引
用
)
。

⑪
「
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
時
間
」

(
∞
-
念
品
目
!
|
怠
叶

NTω
・
8
0
N日
118NN∞〉

こ
れ
ま
で
は
生
産
時
間
は
労
働
時
間
と
一
致
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

た
と
え
ば
農
業
で
は
、
生
産
物
が
完
成
す
る
ま
で
に
労

働
の
中
断
が
生
産
の
内
部
で
生
ず
る
。
そ
の
さ
い
、

一
方
で
資
本
が
遊
休
し
他
方
で
労
働
が
休
止
す
る
。
生
産
過
程
の
継
続
牲
と
労
働
過

程
の
連
続
性
は
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
第
二
に
、
生
産
物
が
完
成
状
態
に
お
か
れ
る
た
め
に
は
、

か
な
り
長
時
間
を
要
す
る
ば
あ
い

が
あ
る
(
遠
隔
地
へ
送
ら
れ
る
ば
あ
一
い
等
)
。
第
三
に
、
生
産
物
の
完
成
後
(
ブ
ト
ウ
溺
の
よ
う
に
)
、
自
然
過
程
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
た
め
に
長

時
間
の
あ
い
だ
生
産
物
が
遊
休
す
る
こ
と
も
あ
る
、
等
々
。
こ
う
し
た
ば
あ
い
、

よ
り
緩
慢
な
復
帰
(
ミ
の
点
が
木
質
点
だ
が
)
は
、
こ
こ

で
は
流
通
時
間
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
て
生
産
過
程
の
技
術
的
諸
条
件
に
由
来
す
る
。

@
「
J
-
n
m
・
ミ
ル
。
流
通
時
間
。

(
遊
休
資
本
)
」

2
・
2
S
1
2
N
8
)

彼
の
わ
ず
か
ば
か
り
の
独
創
的
見
解
と
み
ら
れ
る
点

|
l
つ
ね
に
資
本
の
巨
大
な
部
分
が
遊
休
し
て
い
る
。
も
し
あ
る
国
で
全
商
品
、
が

平
均
し
て
そ
の
生
産
期
間
と
同
じ
期
間
だ
け
販
売
さ
れ
な
い
で
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
国
の
生
産
的
資
本
の
半
・
分
だ
け
が
真
に
資
本
機
能
を

果
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
資
本
の
巨
大
な
部
分
が
た
え
ず
使
用
さ
れ
ず
に
い
る
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
が
分
業
に
支
払
う
価
格
で
あ
る
。

ま
た
大
方
の
商
人
に
と
っ
て
は
、
追
加
の
顧
客
は
彼
ら
の
生
定
的
資
本
の
増
加
に
等
し
い
。
商
人
は
こ
の
顧
客
ら
の
資
本
の
う
ち
遊
休
し

て
い
た
部
分
を
資
本
に
転
化
し
う
る
|
|
。

⑬
「
資
本
の
通
流
L

(ω
・
2
N
2
1日
H
F
m
y叶
N印に
i
u叶
)

わ
れ
わ
れ
は
生
成
し
た
資
本
か
ら
出
発
す
る
か
ら
、
資
木
は
つ
ぎ
の
局
面
を
通
過
す
る
。
-
直
接
的
生
産
過
程
、

2
生
産
物
の
商
品
へ

の
転
化
、

3

一
般
流
通
へ
の
商
品
の
流
入
(
販
売
)
と
貨
幣
の
流
通
(
生
産
諸
条
件
へ
の
再
転
化
)
、

4
生
産
過
程
の
更
新
(
追
加
資
本
の
生



産
過
程
)
。
こ
の
運
動
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
資
本
は
一
般
的
流
通
の
契
機
を
な
し
、

ま
た
一
般
的
流
通
は
資
本
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
て

現
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
資
本
の
総
生
産
過
程
は
、
本
来
的
流
通
と
本
来
的
生
産
過
程
を
ふ
く
み
、
資
本
の
運
動
は
一
面
で
は
労
働
時

間
、
他
面
で
は
流
通
時
間
と
し
て
、
そ
し
て
全
体
は
両
者
の
統
一
と
し
て
現
れ
る
。
こ
の
統
一
は
ま
た
、
資
本
の
一
つ
の
回
転
・
自
己
に

復
帰
す
る
一
つ
の
運
動
経
過
と
も
み
な
し
う
る
。
経
済
循
環
。

⑭
「
流
通
費
用
」

(ω
・

2
∞H
O
l
l印

N
2・
ω・
印
凸

NN叩
l印
由
印
申
)

流
通
時
聞
が
問
題
に
な
る
の
は
、
資
本
の
生
産
時
間
と
の
関
係
・
制
限
に
お
い
て
だ
け
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
確
認
し
た
い
こ
と
は
、

本
来
的
流
通
の
諸
費
用
(
種
々
の
経
済
的
契
機
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
諸
費
用
〉
は
生
産
物
の
価
値
に
な
に
も
付
加
せ
ず
、
価

値
か
ら
の
控
除
に
す
、
ぎ
な
い
点
で
あ
る
。
貨
幣
の
空
費
も
同
様
で
あ
る
。
資
本
価
値
の
流
通
は
、
種
々
の
局
面
を
と
お
し
て
の
形
態
諸
変

換
で
あ
り
、
こ
の
過
程
の
経
続
時
聞
が
流
通
の
・
交
換
上
で
の
生
産
の
・
費
用
に
属
す
る
。
だ
か
ら
こ
の
生
産
の
空
費
は
、
資
本
に
立
脚

す
る
生
産
の
内
在
的
費
用
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

J
・
白
・
ミ
ル
の
よ
う
に
こ
れ
を
分
業
の
必
要
価
格
と
み
な
す
の
は
誤
り
で
あ

る
。
流
通
時
間
H
O
と
措
定
す
る
こ
と
は
、
資
本
の
必
然
的
傾
向
で
あ
る
。

⑮
「
流
動
資
本
。
固
定
さ
れ
た
資
本
。
そ
れ
〈
資
本
の
異
な
っ
た
経
過
的
諸
規
定
〉
よ
り
、
二
つ
の
特
殊
な
資
本
種
類
と
し
て
の
流
動

資
本
と
固
定
資
本
へ
の
移
行
」

(ω
・
2品
目

ゐ

印

H
3
?
日

ω品
目

配

印

ω
f
f
g
cロ
一
包
)

資
本
の
総
運
動
H
全
姿
態
変
換
の
諸
局
面
を
包
括
し
、
こ
の
運
動
中
で
自
己
を
維
持
・
拡
大
す
る
主
体
と
し
て
の
資
本
は
流
動
資
本
で

あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
流
動
資
本
は
資
本
の
特
殊
形
態
で
は
な
く
、
運
動
の
主
体
と
し
て
の
・
流
通
と
生
産
と
の
動
的
統
一
と
し
て
の
・

よ
り
進
ん
で
展
開
さ
れ
た
資
本
そ
の
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
資
本
は
ど
の
局
面
で
も
、
あ
る
規
定
性
で
措
定
さ
れ
特
殊
形
態
に
封
じ
こ

め
ら
れ
て
い
る
。
資
本
の
こ
の
特
殊
形
態
で
の
固
定
は
、
全
運
動
の
主
体
と
し
て
の
資
本
の
否
定
で
あ
り
、
非
流
動
資
本
で
あ
り
、
固
定

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
h
A

け
る
資
本
の
流
通
過
程

資
本
で
あ
る
。
だ
か
ら
区
別
は
さ
し
あ
た
り
、
同
一
資
本
の
異
な
っ
た
形
態
上
の
規
定
で
あ
り
、
二
つ
の
特
殊
な
種
類
の
詰
資
本
の
区
分

回

で
は
な
い
(
こ
の
点
は
経
済
学
上
で
多
く
の
混
乱
を
お
こ
し
て
き
た
が
、
右
の
区
分
を
、
資
本
一
般
の
形
態
規
定
と
し
て
つ
か
む
こ
と
は
絶

対
重
要
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
、
資
本
を
よ
り
大
き
な
生
産
へ
か
り
た
て
る
必
然
性
を
は
じ
め
、
資
本
の
一
回
限
り
の
流
通
時
間
と
は

区
別
さ
れ
る
経
済
循
環
の
諸
時
期
、
新
需
要
の
作
用
、
そ
の
他
の
多
く
の
現
象
が
わ
か
ら
な
く
な
る
〉
。

つ
ぎ
に
二
つ
の
特
殊
な
資
本
種
類
と
し
て
の
固
定
資
本
と
流
動
資
本
へ
の
移
行
。
さ
き
ほ
ど
ま
で
は
、
両
資
本
は
た
だ
資
本
の
異
な
る

経
過
的
規
定
に
す
、
さ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
い
ま
や
二
つ
の
特
殊
な
種
類
の
資
本
と

L
て
硬
化
し
て
実
存
す
る
。

一
個
の
資
本
が
考
察

さ
れ
る
限
り
で
は
、
資
本
は
生
産
過
程
に
止
ま
る
資
本
と
流
通
に
あ
る
資
本
と
い
う
二
部
分
に
わ
か
れ
て
現
れ
る
。
生
産
過
程
で
の
区
分

-

1

素
材
面
か
ら
の
資
本
区
分

i
ー
が
形
態
規
定
に
入
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
諸
点
を
詳
論
す
る
以
前
に
、
経
済
学
者
た
ち

(
J
・
臼
・
ミ
ル
、
ア
ン
ダ
ー
ス
ン
、
セ
l
、
ド
・
ク
イ
ン
シ
i
、
ラ
ム
ジ
l
等
)
に
よ
る
区
別
の
仕
方
を
み
て
ゆ
く
(
以
下
、
そ
の
考
察
)
。

⑮
「
回
転
。

い
ら
い
ろ
な
回
転
数
」

(ω
・
己
叶
己
!
日
E
8
W
E
e
-
i
E
S
T
き日日日
i
g
p申
)

資
本
の
一
回
転
は
生
産
時
間
。
フ
ラ
ス
流
通
時
間
。

一
回
転
で
生
じ
た
価
値
は
生
産
過
程
で
生
じ
た
価
値
に
等
し
い
か
ら
、
資
本
の
諸
回

転
か
ら
な
る
循
環
で
は
、
創
造
さ
れ
た
伺
値
総
額
は
労
働
時
間
に
正
比
例
し
流
通
時
間
に
反
比
例
す
る
。

心
(
回
日
開
蝉
)

H

N

P

附
)

i

静
一
塁
治
富
画
H
ω
(
謹
ゆ
豊
岡
)
×
ロ
ロ
(
ロ
江
田
知
持

勺
(
府
岡
田
副
)
十
の
(
詩
凶
四
国
)
"

⑫
「
流
通
時
間
」

3
・印
N
G
H
H
i

日
邑

E
H
竺
己
荷
)
。

生
産
過
程
の
更
新
が
流
通
時
間
で
規
定
さ
れ
、
流
通
時
聞
が
価
値
増
殖
の
重
要
な
一
契
機
に
な
る
こ
と
は
、
資
本
の
木
性
か
ら
生
ず
る

こ
と
で
あ
る
。
資
本
の
大
き
さ
が
流
通
時
間
で
捕
わ
れ
る
か
に
み
え
、
流
通
時
間
が
生
産
的
で
あ
る
か
の
よ
う
な
仮
象
が
生
じ
て
く
る
。

他
方
、
資
本
の
必
然
的
傾
向
は
流
通
時
間
を
も
た
な
い
通
流
で
あ
り
、
と
の
傾
向
は
信
用
と
資
本
の
信
用
機
構
の
基
本
規
定
で
あ
る
。



⑬
「
商
品
資
本
。
貨
幣
資
本
。
産
業
資
本
」

(
ω
-
a
z
i
E
ω
Nむ

資
本
の
価
値
は
そ
の
運
動
過
程
で
、
右
の
三
つ
の
姿
で
現
わ
れ
る
。
資
本
は
流
通

(
W
l
u
、
こ
の
記
号
は
引
用
者
の
も
の
)
に
よ
っ
て

の
み
純
粋
な
価
値
の
形
態
に
再
転
化
さ
れ
る
し
、
資
本
の
生
産
過
程
の
反
復
も
貨
幣
と
生
産
条
件
と
の
交
換
に
よ
っ
て
の
み
可
能
に
な
る

か
ら
、
流
通
は
資
本
の
概
念
に
属
し
て
い
る
。
そ
し
て
資
本
の
か
か
る
諸
変
態
の
運
動
は
、
い
ま
や
生
産
過
程
の
条
件
及
び
結
果
と
し
て

現
れ
て
く
る
か
ら
、
資
本
は
一
定
期
間
に
お
け
る
一
系
列
の
回
転
と
し
て
現
れ
る
。
だ
か
ら
資
本
の
価
値
産
出
は
、

つ
ぎ
の
制
約
l

i質

的
制
約
(
流
通
を
へ
な
い
と
生
産
ケ
一
更
新
し
え
ぬ
)
と
量
的
制
約
(
価
値
分
量
が
回
転
数
で
き
ぎ
る
)
ー
ー
を
う
け
る
も
の
と
し
て
現
れ
る
。
他

方
、
流
通
に
よ
っ
て
資
本
の
諸
関
連
・
社
会
的
関
係
が
隠
蔽
さ
れ
る
。

⑮
「
資
本
の
回
転
の
尺
度
と
し
て
の
一
年
」

(ω
・
8
ぎ
!
日
書
)

@
「
回
定
資
本
。
流
動
資
本
」

(ω
・
印
宮
岡
田

1
2
N品
"
印
叶
Q
叶

1
4
8
u♂
凸

C
U
5
1
2
5
w
∞
H
E
l
B
O由
"
。
旧
日
印

1
1
8
0
巴

固
定
資
本
と
流
動
資
本
の
区
分
に
つ
い
て
の
さ
き
の
経
済
学
者
ら
の
見
解
(
⑬
)
の
つ
づ
き
Q

リ
カ

1
ド、

シ
ス
モ
ン
、
一
ア
ィ
、

シ
ェ
ル

ビ
ュ
リ
ェ
、

シ
ュ
ト
ル
ヒ
、

セ

l
、
ス
ミ
ス
、

ロ
ー
ダ

l
デ

l
ル
、
等
。

@
「
大
流
通
と
小
流
通
」

(ω
・
目
白
日
早

1
i印
由
由

AG一
)

総
過
程
の
内
部
で
大
流
通
と
小
流
通
と
を
区
別
し
う
る
。

前
者
は
、
資
本
が
生
産
過
程
か
ら
で
る
と
き
か
ら
復
帰
す
る
と
き
ま
で
の
全

期
聞
を
ふ
く
み
、
後
者
は
連
続
的
で
生
産
過
程
と
同
時
に
行
わ
れ
る
資
本
と
し
て
の
賃
銀
部
分
・
労
働
者
の
給
養
品
ハ
〉
宅

5
己回目。ロロ四

B
2
C
と
し
て
の
資
本
部
分
・
の
流
通
で
あ
る
。
労
働
者
の
給
養
品
は
、
生
産
過
程
に
は
入
ら
な
い
か
ら
、
原
料
や
用
具
と
区
分
さ
れ

る
流
動
資
本
で
あ
る
。
こ
と
に
資
本
循
環
に
消
費
が
直
接
入
っ
て
く
る
唯
一
の
契
機
が
あ
る
。
ま
た
こ
と
で
は
、
生
き
た
労
働
能
力
と
こ

れ
を
維
持
す
る
自
然
的
条
件
と
に
対
す
る
資
本
の
関
係
に
よ
っ
て
、
流
動
資
本
が
使
用
価
値
の
面
か
ら
も
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
担
任

一五



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

ム
ノ、

@
「
全
流
通
は
三
重
で
あ
る
」

(ω
印
、
吋
(
)
叫

l
t印
J
1
H
N
q
)

全
体
と
し
て
み
る
と
流
通
は
一
二
重
に
現
れ
る
。

ω総
過
程
、
資
本
が
そ
の
呉
な
っ
た
諸
局
面
を
通
過
す
る
過
程

l
全
諸
契
機
を
通
過
し

つ
つ
あ
る
主
体
と
し
て
の
流
動
資
本
と
一
つ
の
契
機
に
固
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
国
定
資
本
。
か
か
る
固
定
存
在
の
諸
様
式
は
、
商
品

資
本
、
貨
幣
資
本
、
生
産
粂
件
と
し
て
の
資
本
、
を
構
成
す
る
。

ω資
本
と
労
働
能
カ
と
の
あ
い
だ
の
小
流
通
、
こ
の
流
通
に
入
り
と
む

資
本
部
分
H
給
養
品
は
す
ぐ
れ
て
流
動
資
本
で
あ
る
。

ω大
流
通
、
生
産
過
程
外
部
で
の
運
動
。
生
産
局
面
か
ら
で
る
か
ど
う
か
に
よ
っ

て
、
流
動
資
本
、
固
定
資
本
の
区
分
が
生
ず
る
。
固
定
資
本
は
大
流
通
に
由
来
す
る
が
そ
れ
に
復
帰
し
な
い
。
以
上
=
一
つ
の
区
分
か
ら
、

固
定
資
本
と
流
動
資
本
に
つ
い
て
も
恥
ー
か
ら
比

8
の
匹
分
が
生
ず
る
。

比
3
は
ぬ
2
を
ふ
く
む
が
、

間
隔

2
は
比
3
を
ふ
く
ま
な
い
。

イ〉

い
で
ぬ
3
の
規
定
内
部
で
の
詳
細
な
考
察
。
こ
の
さ
い
に
は
固
定
、
流
動
の
資
本
区
分
に
素
材
的
側
面
が
入
っ
て
く
る
。
原
料
は
流
動
資

本
に
属
し
、
用
具
材
は
国
定
資
本
に
属
す
る
。

@
「
固
定
資
本
。
流
動
資
本
。
両
者
に
お
い
て
労
働
の
社
会
的
規
定
が
資
本
に
お
き
か
え
ら
れ
て
い
る
」

(ω
・
印
∞
由
国
∞
印
唱
。
ァ

ω・
品
。

ω日叶

1
2
r
)
 

固
定
資
本
の
量
的
範
囲
や
作
用
度
の
発
達
は
、
資
本
に
よ
る
生
き
た
労
働
の
支
配
カ
の
発
展
度
を
示
す
。
他
方
、
労
働
者
の
消
費
の
た

め
の
素
材
転
換
が
、
資
本
の
素
材
転
換
と
し
て
、
流
動
資
本
の
う
ち
彼
ら
に
譲
渡
さ
れ
る
部
分
の
属
性
と
し
て
、
現
れ
る
。
流
動
資
本
に

お
い
て
謹
々
の
労
働
相
互
の
社
会
的
関
連
が
資
本
の
罵
性
と
し
て
措
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
固
定
資
本
に
お
い
て
労
働
の
社
会
的
生
産
力
が

資
本
の
属
性
と
し
て
措
定
さ
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

@
「
延
長
さ
れ
た
流
通
時
間
H

少
く
な
っ
た
再
生
産
の
回
数
、
ま
た
は
生
産
過
程
に
あ
る
資
本
の
量
の

A
減
少

V
。
連
続
性
が
、
固
定

資
本
に
と
っ
て
必
然
と
な
る
。
中
断
は
、
だ
か
ら
前
提
さ
れ
た
価
値
の
損
失
」

(ω
・
日
由
。
印
日
日
中
H
N
N
)



右
の
こ
と
か
ら
し
て
、
固
定
資
本
の
発
展
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
生
産
過
程
の
連
続
性
が
必
然
的
条
件
と
な
る
。

@
「
固
定
資
本
と
労
働
に
対
す
る
需
要
。
〈
パ

1
ト
ン
)
」
(
∞
・

2
rー
己

固
定
資
本
は
で
き
て
し
ま
え
ば
労
働
需
要
に
影
響
し
な
く
な
る
が
、
作
ら
れ
て
い
る
あ
い
だ
は
、
同
量
の
流
動
資
本
や
所
得
が
雇
用
す

る
の
と
同
人
数
に
仕
事
を
あ
た
え
る
(
こ
の
主
旨
に
関
す
る
パ
1

ト
ン
の
見
解
の
引
用
)
。

ポ
テ

γ
ソ

@
「
固
定
資
本
。
社
会
に
お
け
る
固
定
資
本
と
流
動
資
本
と
の
割
合
。
流
動
資
本
よ
り
も
高
次
の
位
相
」

(ω
・3
S
l吉宗・

3
3含日
1

。
由
印
日
山
由
噂

ω・
印
也
由
品
川
町

1
1日
也
、
吋

NYω
・
日
間
)
叶
包
|
l
m
叩
∞
∞
)

固
定
資
本
の
生
産
に
よ
り
多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
る
条
件
↓
剰
余
人
口
と
剰
余
生
産
。
近
代
的
生
産
の
不
断
の
過
剰
生
産
と
過
小
生

産
は
、
流
動
資
本
の
囲
定
資
本
へ
の
転
化
に
お
け
る
不
均
衡
に
依
存
し
て
い
る
。
流
動
・
固
定
資
本
の
生
産
に
使
用
さ
れ
る
労
働
時
間
の

比
率
は
、
必
要
労
働
・
剰
余
労
働
時
間
の
比
率
と
同
様
で
あ
る
。
固
定
資
本
の
生
産
が
、
生
産
の
た
め
の
生
産
に
向
け
ら
れ
る
限
り
、
資

本
は
固
定
資
本
の
生
産
の
ば
あ
い
に
こ
そ
流
動
資
本
の
生
産
の
と
き
よ
り
も
高
次
の
ポ
テ

γ
ツ
で
自
己
目
的
と
し
て
自
ら
を
措
定
す
る
。

こ
の
面
か
ら
す
れ
ば
、
固
定
資
本
生
産
が
総
生
産
に
占
め
る
範
囲
は
、
資
本
家
的
基
礎
上
で
の
富
の
発
達
の
尺
度
基
準
で
あ
る
。

@
「
固
定
資
本
の
耐
久
性
」

(ω
・
8
2
g
Z
ふ
-
E
Z
1
2
S
)

固
定
資
本
が
耐
久
的
な
ほ
ど
、
労
働
生
産
力
、
資
本
と
し
て
作
用
す
る
。

一
方
で
固
定
資
本
の
総
価
値
を
増
加
さ
せ
る
資
本
の
慎
向

と
、
そ
の
各
比
例
分
割
部
分
の
価
値
を
減
少
さ
せ
る
資
本
の
傾
向
。

@
「
貨
幣
は
固
定
資
本
で
あ
り
流
動
資
本
で
も
あ
る
」

(ω
・
由
{
〕
h
H
担

N
C
)

貨
幣
は
流
通
用
具
と
し
て
役
立
つ
限
り
は
固
定
資
本
だ
が
、

つ
ね
に
流
通
過
程
に
固
定
さ
れ
て
い
る
資
本
部
分
と
い
う
面
か
ら
み
る

と
、
流
動
資
本
の
完
成
形
態
で
あ
る
。

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

七



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

八

@
「
個
人
的
消
費
と
の
関
連
で
の
固
定
資
本
と
流
〔
動
資
本
〕
」

(
ω
-
E
C九日
N
H

自
由
〕

固
定
資
本
は
使
用
価
値
と
し
て
流
通
に
入
ら
な
い
こ
と
は
、
固
定
資
本
が
個
人
的
消
費
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

@
「
総
資
本
の
平
均
回
転
(
そ
の
価
値
増
殖
と
の
関
連
で
)
。
固
定
資
本
と
流
動
資
本
の
回
転
割
合
。
連
続
性
。
生
産
の
中
断
の
、
流

〔
動
〕
資
〔
本
〕
に
と
っ
て
と
固
定
資
本
に
と
っ
て
の
区
別
。
固
定
資
本
の
再
生
産
時
間
は
、
経
済
循
環
の
尺
度
単
位
と
な
る
。
総
再
生
産

局
面
」

(ω
・∞

8
5
1
2∞
ち
)

一
万
ポ
ン
ド
の
総
資
本
中
、

固
定
資
本
と
流
動
資
本
が
半
分
づ
つ
で
前
者
は
五
年
に
一
回
転
、
後
者
は
年
に
一
回
転
す
る
と
す
る
な
ら

ば
、
一
年
に
六
千
ポ
ン
ド
が
回
転
す
る
か
ら
、
総
資
本
は
二

0
カ
月
で
回
転
す
る
(
こ
う
し
た
回
転
時
間
が
妥
当
す
る
の
は
、
た
だ
生
産
過

程
の
反
復
〈
剰
余
価
値
の
創
造
〉
に
対
し
て
で
あ
っ
て
資
本
そ
れ
自
身
の
再
生
産
に
つ
い
て
で
は
な
い
。
回
転
速
度
が
資
本
の
大
き
さ
に

お
き
代
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
価
値
増
殖
を
規
定
す
る
も
の
が
動
員
さ
れ
る
剰
余
労
働
量
だ
け
で
あ
っ
て
、
対
白
的
な
資
本
の

大
き
さ
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
)
。
資
本
の
う
ち
、
固
定
部
分
が
大
き
い
ほ
ど
、
流
動
部
分
の
回
転
数
は
よ
り
多
く
な
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
し
、
資
本
が
そ
の
流
通
軌
道
を
経
過
す
る
の
に
要
す
る
総
時
間
が
一
層
長
く
な
る
。
だ
か
ら
固
定
資
本
部
分
の
発
展
に
応
じ
て
、
生
産

の
連
続
性
が
資
本
の
必
然
的
条
件
に
な
る
。
流
動
資
本
に
と
っ
て
の
中
断
は
、
剰
余
価
値
生
産
上
で
の
中
断
だ
が
、
固
定
資
本
の
ば
あ
い

は
、
そ
の
使
用
価
値
が
破
壊
さ
れ
る
限
り
で
は
、
固
定
資
本
価
値
自
身
の
破
壊
で
あ
る
。
固
定
資
本
の
介
入
に
よ
り
、
回
転
時
間
の
単
位

は
、
固
定
資
本
の
再
生
産
時
間
と
そ
れ
が
価
値
と
し
て
流
通
に
入
り
価
値
総
体
に
お
い
て
流
通
か
ら
復
帰
す
る
総
流
通
時
間
で
規
定
さ
れ

る
。
固
定
資
本
の
大
き
な
発
展
以
来
、
十
年
前
後
の
期
間
で
産
業
が
通
過
す
る
循
環
が
、
こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
資
本
の
総
再
生
産
局

面
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

@
「
流
〔
動
〕
資
〔
本
〕
と
固
〔
定
〕
資
〔
本
〕
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
復
帰
」

(ω
・出()∞台
l
f品
H
O
H
U
)



流
動
資
本
は
短
期
間
に
全
部
的
に
流
通
す
る
の
に
、
固
定
資
本
は
長
期
間
に
断
片
的
に
還
流
す
る
ひ
固
定
資
本
が
還
流
す
る
の
は
、

般
に
生
産
物
し
た
が
っ
て
流
動
資
本
に
転
置
さ
れ
る
限
り
で
だ
け
で
あ
る
。

@
「
そ
の
使
用
価
値
が
流
通
に
入
り
こ
む
国
定
資
本
」

(ω
・
出

H
O
E
-
-
E
ω
当
)

逼
輸
手
段
の
よ
う
に
、
購
買
者
が
直
接
そ
の
使
胤
価
値
に
対
し
て
支
払
う
よ
う
な
閏
定
資
本
の
形
態
が
あ
る
。
こ
の
回
定
資
本
は
、
生

産
過
程
で
交
通
手
段
と
し
て
役
立
つ
と
同
時
に
、
消
費
手
段
・
使
用
価
値
と
し
て
も
役
立
ち
う
る
。
固
定
資
本
が
そ
れ
自
体
の
形
で
販
売

さ
れ
る
。

@
「
固
定
資
木
と
流
〔
動
〕
資
〔
本
〕
の
生
産
」

(ω
・
2uu∞1
2
t
c

生
産
は
そ
れ
自
身
の
一
諸
条
件
を
再
生
産
す
る
か
ら
、
生
産
過
程
内
部
で
の
資
本
の
本
源
的
区
分
は
、
資
本
の
語
部
分
が
特
殊
な
諸
特
一
本

と
し
て
活
動
す
る
と
い
う
よ
う
に
現
れ
る
。

つ
ま
り
資
本
は
、
回
定
資
本
、
流
動
資
木
と
し
て
再
生
産
さ
れ
る
。

い
ま
や
重
要
な
こ
と

は
、
資
本
の
生
産
が
一
円
疋
の
諸
部
分
の
形
で
、
固
定
資
本
と
流
動
資
本
の
生
産
と
し
て
現
わ
れ
る
結
果
、
資
本
自
体
が
固
定
資
本
と
流
動

資
本
と
し
て
の
資
本
の
二
重
の
流
通
様
式
を
生
産
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

@
「
固
定
資
本
の
維
持
費
」

(
ω
-
m
N
G
H
H
N
H
)
 

右
の
維
持
費
の
一
部
は
、
固
定
資
本
が
活
動
す
る
た
め
に
消
費
す
る
用
具
材
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
産
過
程
の
内
部
で
考
察
し
た
固
定
資

本
に
属
す
る
。

@
「
固
定
資
〔
本
〕
と
流
〔
動
〕
資
〔
本
〕
の
所
得
。

(
固
〔
定
〕
資
〔
本
〕
と
流
〔
動
〕
資
本
の
還
流
)
」

(
ω

・
出
N
G
N印
l
l
iめ
N
H
N
0
・ω
罰
N
H
N
H
i
l
l
出
N
N
U
E一
)

あ
ら
ゆ
る
資
本
ぽ
一
種
の
流
動
資
本
形
態
で
の
み
還
流
す
る
。
固
定
資
本
は
価
値
と
し
て
流
通
に
入
り
こ
む
の
に
応
じ
て
価
値
と
し
て

還
流
す
る
か
ら
、
そ
れ
は
一
種
の
流
動
資
本
形
態
で
還
流
す
る
に
す
ぎ
ず
、

ま
た
か
か
る
形
態
で
の
み
所
得
を
も
た
ら
す
(
固
定
資
本
と

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

九



同
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

。

流
動
資
本
が
、
所
得
を
も
た
ら
す
形
態
上
の
差
別
は

l
l所
得
一
般
の
考
察
と
と
も
に
|
|
ま
だ
こ
こ
に
は
属
さ
な
い
。
そ
れ
ら
資
本
の

還
流
様
式
の
差
別
と
、
そ
れ
ら
が
資
本
の
総
回
転
、
資
本
の
再
生
産
運
動
一
般
に
作
用
を
及
ぼ
す
そ
の
様
式
の
差
異
だ
け
が
こ
こ
に
属
す

る)。@
「
商
品
の
使
用
価
値
に
よ
る
再
生
産
時
間
の
規
定
」

A

一ω・由
ω
。N叶
山
一
札
)

再
生
産
局
面
は
、
使
用
価
値
に
よ
っ
て
程
々
の
限
界
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
(
小
麦
、
牛
乳
、
家
畜
等
の
実
例
)
。
価
値
と
使
用
価
値
の
再

生
産
は
一
部
は
一
致
し
、

一
部
は
一
致
し
な
い
。
(
諸
項
目
の
傍
点
は
全
て
省
略
し
た
l
引
用
者
)

× 

× 

X 

× 

× 

× 

以
上
が
「
五
九
年
プ
ラ
ン
草
案
、
ー
資
本
の
流
通
過
握
」

(
以
下
「
流
通
篇
」
と
名
付
け
て
お
く
〉
の
内
容
の
ご
く
簡
単
な
要
約
で
あ
る
。

こ
の
要
約
を
み
て
み
る
と
、

お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

「
流
通
篇
」
は
内
容
的
に
つ
ぎ
の
三
つ
の
部
分
に
大
別
し
う
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

一
項
目
①
か
ら
⑤
ま
で
、
二
項
目
⑥
か
ら
⑭
ま
で
、
一
戸
一
項
目
⑮
か
ら
@
ま
で
。

刊
の
主
た
る
内
容
は
つ
ぎ
の
一
二
点
に
ま
と
め
う
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
。
い
か
に
し
て
資
本
が
剰
余
価
値
を
つ
く
り
だ
す
か
を
み
て
き
た
の
で
、
今
度
は
こ
の
過
程
の
産
物
た
る
資
本
の
流
通
が
問
題
に

な
る
。
そ
の
さ
い
、
資
本
の
前
提
に
な
っ
て
い
た
単
純
流
通
は
、
資
本
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
現
れ
る
。

第
二
。
資
本
の
流
通
過
程
ほ
、
主
体
と
し
て
の
資
本
価
値
が
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
形
態
諸
変
換
の
過
程
で
あ
り
、
資
本
に
と
っ
て
の
本

質
的
制
限
・
条
件
を
な
し
て
い
る
。
生
産
過
程
で
増
殖
し
た
資
本
は
、
流
通
過
程
で
そ
の
価
値
を
実
現
し
、
新
た
な
生
産
要
素
に
転
形
し

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ず
、
資
本
は
こ
の
二
局
面
を
通
し
て
の
み
そ
の
生
涯
を
生
き
う
る
点
で
、
資
本
の
総
運
動
過
程
は
こ
の
二
過
程
の
統
一



こ
ま

L

E
《」ソ玉、。

、

t
t
カ
チ
J
F
J
J
l
v

第
三
。
二
つ
の
過
程
の
一
方
か
ら
他
方
へ
の
移
行
は
そ
の
内
的
統
一
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
独
立
化
し
て
い

る
。
い
ま
や
単
純
流
通
で
の
矛
盾
が
す
べ
て
新
た
な
形
で
復
活
す
る
(
こ
こ
で
は
こ
の
矛
盾
の
確
認
に
止
め
、
こ
の
矛
盾
か
い
か
に
止
揚
さ
れ
る

か
は
あ
っ
か
わ
な
い
)
。
資
本
は
過
程
と
し
て
生
産
と
価
値
増
殖
と
の
統
一
で
あ
り
、
無
限
に
自
ら
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
も
っ
と

同
時
に
生
産
の
特
殊
な
制
限
を
も
ふ
く
ん
で
い
る
。
資
本
が
こ
の
必
然
的
制
限
を
み
お
と
す
こ
と
か
ら
、
過
剰
生
産
!
|
こ
れ
ら
一
切
の

必
然
的
契
機
の
突
然
の
回
想
l
iー
が
お
こ
る
(
以
上
は
過
剰
生
産
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
た
め
に
証
明
せ
ん
と
す
る
も
の
)
。

(
ニ
〉
の
主
要
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
。
単
純
な
貨
幣
流
通
と
資
本
流
通
と
の
区
別
と
関
連
、
資
本
流
通
で
貨
幣
が
う
け
る
新
た
な
諸
規
定
。
流
通
す
る
資
本
の
諸
姿
態

は
、
貨
幣
資
本
、
商
品
資
本
、
産
業
資
本
。
生
産
過
程
と
流
通
過
程
と
の
統
一
と
し
て
の
資
本
運
動
は
、
資
本
の
循
環
な
い
し
回
転
で
あ
る
。

第
二
。
生
産
時
間
と
流
通
時
間
、
流
通
費
や
運
輸
費
等
に
関
す
る
諸
規
定
。

第
三
。
遊
休
資
本
、
固
定
資
本
と
流
動
資
本
等
の
概
念
規
定
|
|
姿
態
諸
変
換
を
そ
、
つ
け
る
資
本
価
値
H

流
動
資
本
、

一
姿
態
へ
固
定

さ
れ
た
資
本
H

固
定
資
本
。
固
定
化
さ
れ
遊
休
化
さ
れ
て
不
生
産
的
だ
と
い
う
こ
と
が
、
資
本
に
生
産
拡
大
の
傾
向
を
も
た
ら
せ
る
。

(
一
-
一
〉
は
、
さ
ら
に
一
一
一
つ
の
小
部
分
(
項
口
⑬
@
、
@
1
@
、
⑧
|
@
)
に
細
分
し
て
と
ら
え
う
る
。

第
一
の
部
分
(
⑮
i
⑫
〉
の
要
点
。

(
一
一
〉
の
流
動
、
固
定
資
本
の
規
定
が
素
材
的
視
点
を
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
殊
な
資
本
種

類
と
し
て
の
流
動
資
本
、
固
定
資
本
の
規
定
と
し
て
発
展
さ
せ
ら
れ
る
(
こ
れ
に
関
す
る
諸
学
説
の
検
討
)
。
価
値
増
殖
に
及
ぼ
す
回
転
の

諸
作
用
。
資
本
流
通
が
一
系
列
の
回
転
と
し
て
現
わ
れ
、
資
本
の
生
産
過
程
の
量
的
、
質
的
制
約
を
な
し
搾
取
を
隠
蔽
す
る
。
ま
た
総
括

的
に
み
る
と
、
資
本
の
流
通
過
程
は
三
重
の
流
通

l
l総
過
程
、
大
流
通
、
小
流
通
ー
ー
と
し
て
現
れ
、
そ
れ
ら
に
応
じ
て
流
動
資
本
と

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
佳

固
定
資
本
の
諸
規
定
が
で
て
く
る
。

第
二
の
部
分
(
③
|
⑮
)
で
は
、
要
す
る
に
固
定
資
本
と
流
動
資
本
の
発
達
の
意
義

l
|前
者
に
あ
っ
て
は
、
労
働
生
産
力
が
資
本
の

属
性
に
な
り
、
固
定
資
本
の
発
展
、
が
生
き
た
労
働
へ
の
支
配
の
発
展
を
表
す
こ
と
、
固
定
資
本
の
規
模
拡
大
に
よ
り
生
産
の
連
続
性
が
不

可
避
的
条
件
と
な
る
こ
と
等
ー
ー
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

こ
の
考
察
は
、
同
「
。
フ
ラ
ン
」
の
「
資
本
の
生
産
過
程
、
の
相
対
的
剰
余
価
値
の
機
械
装
置
」
に
関
す
る
考
察
と
相
当
に
重
復
し
、
『
資
本

論
』
℃
は
ほ
ぼ
「
第
一
部
」
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
。
十
刊
の
筒
一
加
の
指
示
ぺ
l

ジ
が
こ
こ
と
同
じ
℃
あ
っ
た
り
、
指
示
。
へ
i

ジ
は
透
っ
て
も
そ

の
内
容
が
(
可
変
資
木
、
不
変
性
木
と
い
う
視
角
か
ら
と
は
い
え
)
ほ
ほ
同
主
旨
で
あ
る
こ
と
も
、
と
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
三
の
部
分
(
⑫
|
⑧
)
は
、
第
一
の
部
分
の
継
続
で
あ
り
、
価
値
増
殖
に
及
ぼ
す
回
転
の
作
用
、
固
定
資
本
と
流
動
資
本
の
諸
側
面

に
関
す
る
よ
り
詳
細
な
考
察
を
行
う
部
分
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
三
大
部
分
か
ら
な
る
「
流
通
篇
」
の
一
特
徴
点
と
し
て
、
流
動
資
本
、
固
定
資
本
の
概
念
が
全
展
開
の
い
わ
ば
軸

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、

『
要
綱
』
に
お
け
る
「
資
本
」
の
鮫
述
。
プ
ラ
ン
に
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
で
は
、
生
産
過
程
を
あ

「
は
資
本
の

っ
か
う
「
付
性
木
の
一
般
性
」
に
対
し
て
、
「
同
資
本
の
特
殊
性
、
す
な
わ
ち
流
動
資
本
、
固
定
資
本
」

(ω
・
ロ
&
と
か
、

特
殊
化
、
す
な
わ
ち
吋
流
動
資
木
、
固
定
資
本
。
資
本
の
流
通
。
己
資
本
の
個
別
性
、
す
な
わ
ち
資
本
と
利
潤
。
資
本
と
利
子
。
:
・
」

(ω
・
混
血
〉
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
点
を
「
流
通
篇
」
の
さ
き
の
三
大
部
分
に
そ
く
し
て
い
う
と
、
序
論
的
部
分
と
も
み
な
し
う
る
第
一
部
分
(
①

i
⑨一)

を
別
に
す
れ
ば
、
あ
と
の
部
分
で
は
同
じ
流
動
資
本
、
固
定
資
本
と
い
う
概
念
の
二
重
、
コ
一
重
に
相
異
な
る
諸
規
定
を
中
心
に
し
て
、
資



本
の
流
通
上
の
諸
問
題
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
の
部
分
(
⑨
i
⑬
〕
は
『
資
本
論
』
第
二
部
第
一
篇
の
内
容
に
、
第
三
の

部
分
(
⑬
i
@
)
は
第
二
篇
の
内
容
に
ほ
ぼ
照
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
点
を
考
察
す
る
た
め
に
、
右
の
流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
二
重
、
三
重
の
諸
規
定
お
よ
び
そ
の
関
連
に
つ
い
て
立

ち
入
っ
た
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

第
一
一
章

流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
諸
規
定
に
つ
い
て

(

一

)

流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
規
定
に
は
、
大
別
し
て
、
仮
に
「
一
般
的
規
定
」
と
「
特
殊
的
規
定
」
と
で
も
名
付
け
う
る
よ
う
な
二
様
の

も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、

『
資
本
論
』
の
流
動
、
閏
定
資
本
の
規
定
と
は
異
っ
た
側
面
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
し
、

ま
だ
十
分

に
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
多
く
の
問
題
を
ふ
く
ん
で
い
る
上
う
に
も
み
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
ま
ず
、
右
の
二
つ
の
規
定
と
そ
の
関
連
か
ら

洗
っ
℃
ゆ
く
と
と
に
し
よ
う
。

流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
「
一
般
的
規
定
」

前
章
で
み
た
「
流
通
篇
」
の
要
約
(
特
に
お
じ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
の
規
定
は
、

た
え
、
ざ
る
運
動
主
体
と
し
て
の
資
本
の

二
側
面

!
l資
本
が
種
々
の
局
面
・
諸
契
機
を
通
じ
て
の
運
動
そ
の
も
の
(
諮
局
面
の
統
一
)
と
し
て
現
れ
る
か
、
個
々
の
局
面
・
契
機

と
し
て
現
れ
る
か
と
い
う
二
側
面
ー
ー
か
ら
の
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
は
貨
幣
、
商
品
、
生
産
諸
条
件
と
い
う
種
々
な
る
姿
態

を
と
り
つ
つ
運
動
す
る
主
体
そ
の
も
の
だ
と
い
う
面
で
流
動
資
本
と
規
定
き
れ
、
他
方
、
そ
れ
ら
の
諸
姿
態
に
固
定
さ
れ
拘
束
さ
れ
て
い

(

4

)

 

る
と
い
う
面
で
固
定
資
本
と
規
定
さ
れ
る
。

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

一一一



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

四

ハ
4
)

『
要
綱
』
で
は

A
名
古
]
Q吋
E
F
E
E
と
3
N
H
H
F
E
-
-
2
0
邑
自
民
毛

E-ζ
と
い
う
用
語
が
無
区
別
に
も
ち
い
ら
れ
て
お
り
、
訳
書
も
同
じ
語
を

時
に
は
流
通
資
本
、
時
に
は
流
動
資
本
と
し
て
い
る
。
以
下
で
は
訳
書
に
従
い
つ
つ
便
宜
上
、
前
者
の
ば
あ
い
に
は
め
・
。
、
後
者
の
ば
あ
い
に
は

N
・
町
内
と
い
う
記
号
を
つ
か
っ
て
、
訳
語
の
あ
と
に
(
〉
に
入
れ
て
お
く
G

つ
ぎ
に
、
こ
の
点
を
よ
り
十
分
に
つ
か
む
た
め
に
、
右
の
規
定
を
最
も
よ
く
特
徴
づ
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
諸
鮫
述
を

み
る
と
と
に
し
よ
う
。

「
:
:
:
資
本
は
い
ま
や
、
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
貨
幣
と
し
て
、
あ
る
と
き
は
商
品
と
し
て
、
あ
る
と
き
は
交
換
価
値
と
し
て
、
あ

る
と
き
は
使
用
価
値
と
し
て
現
れ
る
諸
契
機
の
ど
の
点
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
形
態
変
換
の
う
ち
に
白
己
を
形
式
的
に
維
持
す

る
価
値
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
自
己
を
増
殖
す
る
価
値
と
し
て
、
価
値
と
し
て
の
自
己
自
身
に
関
係
す
る
価
値
と
し
て
措
定
さ
れ

て
い
る
。
あ
る
契
機
か
ら
他
の
契
機
へ
の
移
行
は
特
殊
な
過
程
と
し
て
現
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
過
程
は
そ
の
ど
れ
も
が
他
の
過
程
へ

し
た
、
が
っ
て
資
本
は
、
い
ず
れ
の
契
機
に
お
い
て
も
資
本
で
あ
る
と
こ
ろ
の
過
程
し
つ
つ
あ
る
価
値
と
し
て
措
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
資
本
は
、
流
通
資
本
〈

P
1
E
Q円
2
-
E
C
と
し
て
、
す
な
わ
ち
い
ず
れ
の
契
機
に
お
い
て
も
資
本
で
あ

の
移
行
で
あ
る
。

り
、
あ
る
規
定
か
ら
他
の
規
定
に
循
環
し
つ
つ
あ
る

A
と
と
ろ
の
資
本
と
し
て

V
措
定
さ
れ
て
い
る
。
:
:
:
資
本
は
す
べ
て
、
も
と

も
と
流
通
資
本
(
の
め
・
)
で
あ
り
、
流
通
の
生
産
物
で
あ
る
が
、
ま
た
流
通
を
生
産
す
る
も
の
、
そ
れ
自
身
の
軌
道
と
し
て
流
通

を
描
く
も
の
で
も
あ
る
」

3
・お印)。

2 

「
資
本
の
総
生
産
過
程
は
、
本
来
的
生
産
過
程
と
本
来
的
流
通
過
程
と
を
ふ
く
む
。
そ
れ
ら
は
資
本
の
運
動
の
二
大
段
落

2
r
R
a

7
2
3
)

を
な
し
、

ま
た
こ
の
資
本
の
運
動
ほ
こ
れ
ら
二
つ
の
過
程
の
総
体
性
と
し
て
現
れ
る
。
:
:
:
運
動
全
体
ぽ
、
労
働
時
間
と
流

通
時
間
と
の
統
一
と
し
て
、
生
産
と
流
通
と
の
統
一
と
し
て
現
れ
る
L

。
「
こ
の
運
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
諸
局
面
を
包
括
し
、

ζ

の
運
動



の
な
か
で
自
己
を
保
持
し
、
価
値
を
倍
化
さ
せ
る
主
体
と
し
て
は
、
:
:
:
こ
う
し
た
詰
変
態
の
主
体
と
し
て
は
、
資
本
は
流
動
資
本

(
戸
。
・
)
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
流
動
資
本
は
ま
ず
第
一
に
、
資
本
の
特
殊
な
形
態
で
は
な
く
て
、
描
か
れ
た
運
動
:
:
:
の
主
体

と
し
て
の
、
よ
り
す
す
ん
で
展
開
さ
れ
た
規
定
で
の
、
ほ
か
な
ら
ぬ
そ
の
資
本
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
側
面
か
ら
み
れ
ば
、
ど

の
資
本
も
ま
た
流
動
資
本

(
N
-
民
)
で
あ
る
」

2
・2
ω
i
2
6
0

「
だ
が
資
本
が
こ
の
よ
う
に
流
通
の
全
体
と
し
て
の
流
動
資
本

(
N
-
民
)
で
あ
り
、
あ
る
局
面
か
ら
他
の
局
面
へ
の
移
行
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
様
に
ま
た
資
本
は
ど
の
局
面
に
お
い
て
も
あ
る

規
定
性
で
措
定
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

ま
た
特
殊
な
姿
態
に
封
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
姿
態
は

全
運
動
の
主
体
と
し
て
の
資
本
の
否
定
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
資
本
は
、
ど
の
特
殊
な
局
面
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
換
の
主
体

と
し
て
の
資
本
の
否
定
で
あ
る
。
非
流
動
資
本
。
固
定
資
本

(
E
H
a
F
Z島
、
:
:
:
局
面
の
一
つ
に
固
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

の
、
本
来
固
定
さ
れ
た
資
本
」
。
「
あ
ら
ゆ
る
局
面
を
通
過
す
る
主
体
と
し
て
の
、
流
通
と
生
産
と
の
動
的
統
一
:
:
:
と
し
て
の
資

本
は
、
流
動
資
本

(
N
-
H
内
・
)
で
あ
る
。
そ
れ
自
身
が
こ
れ
ら
諸
局
面
の
そ
れ
ぞ
れ
に
束
縛
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
、
資
本
の
諸
区

別
の
う
ち
に
お
か
れ
た
も
の
と
し
て
の
資
本
は
、
固
定
さ
れ
た
資
本
で
あ
り
、
拘
束
さ
れ
た
資
本

で
あ

る
。
資
本
は
流
動
資
本

(
N
・
戸
〉
そ
れ
自
体
と
し
て
固
定
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
は
固
定
さ
れ
た
資
本
と
し
て
流
通
す
る
。
だ
か
ら
流

動
資
本

8
・
C
)
と
固
定
資
本
の
区
別
は
さ
し
あ
た
り
は
、
資
本
が
過
程
の
統
一
と
し
て
現
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
過
程
の
一
定
の

契
機
と
し
て
現
れ
る
か
に
し
た
が
っ
て
の
、
資
本
の
形
態
規
定
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
休
止
資
本
色
目
立

s-
り

0
5
8
H
)
、

(
H
W

ロ
mm凶
同
庁

3
2
閉
山
℃
紅
白
}
〉

遊

休
資
本
(
『
H
R
E再
開

2
品目ニハ
ω℃

E
C
の
概
念
は
、

資
本
が
と
れ
ら
の
諸
規
定
の
一
つ
に
遊
休
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
だ
け
関
係
し

う
る
の
で
あ
っ
て
、
資
本
が
部
分
的
に
つ
ね
に
遊
休
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
資
本
の
条
件
で
あ
る
」

2
・2
#
l
s
s。

3 

「
以
上
の
よ
う
に
、
流
動
と
固
定
と
い
う
規
定
は
さ
し
あ
た
り
は
、
二
つ
の
規
定
の
も
と
で
、
す
な
わ
ち
一
度
は
過
程
の
統
一
と

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

五



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

~ /， 

つ
ぎ
に
は
過
程
の
特
殊
な
局
面
と
し
て
、
措
定
さ
れ
た
資
本
そ
れ
自
体
、
一
一
一
日
い
か
え
れ
ば
統
一
と
し
て
の
自
己
か
ら
の
区
別

と
し
て
の
資
本
そ
れ
自
体
1

1

諸
資
本
の
二
つ
の
特
殊
な
種
類
、
二
つ
の
特
殊
な
種
類
の
か
た
ち
で
の
資
本
で
は
な
く
て
、
同
一
資

本
の
異
っ
た
形
態
上
の
諸
規
定
|
|
1
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
、
が
、
こ
の
こ
と
は
統
済
学
に
お
い
て
多
く
の
混
乱
を
ひ

き
お
こ
し
て
き
た
」

(ω
・2ε
。
「
こ
こ
で
い
う
流
動
し
つ
つ
あ
る
と
は
、
あ
た
か
も
資
本
が
生
産
局
面
と
は
区
別
さ
れ
た
本
来
的

流
通
局
面
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
な
意
味
で
で
は
な
ぐ
て
、
資
本
の
存
在
す
る
そ
の
局
面
は
、
よ
ど
み
の
な
い

Q
E
g
g
局
面
、

し
て
、

他
の
局
面
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
過
程
を
通
過
し
つ
つ
あ
る
局
面
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
資
本
が
存
在
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で

あ
る
0

・
:
・
:
た
と
え
ば
、
工
業
家
は
被
が
自
由
に
処
理
で
き
る
資
本
(
・
・
・
〉
の
う
ち
の
一
部
だ
け
を
生
産
に
も
ち
い
る
、
な
ぜ
な

一
定
の
時
聞
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
生
産
に
お
い
て
過
程
を
通
過

ら
他
の
部
分
が
流
通
か
ら
復
帰
す
る
ま
で
に
は
、

し
つ
つ
あ
る
部
分
が
流
動
部
分
で
あ
り
、
流
通
に
存
在
す
る
部
分
が
固
定
部
分
で
あ
る
。

し
た
、
が
っ
て
と
の
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
の

総
生
産
性
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。

:
:
:
A
ま
た

V
価
値
増
殖
過
程
が
同
時
に
価
値
減
少
と
し
て
現
れ
る
と
い
う
こ
の
二
つ
の
規
定
へ

の
分
解
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
価
値
増
殖
を
め
ざ
し
た
資
本
の
傾
向
と
は
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
は
や
は
り
、
固
定
性
の

局
面
を
い
担
縮
す
る
た
め
に
、
も
ろ
も
ろ
の
仕
組
み
を
発
案
す
る
」
〈

ω
・2
⑦。

4 

「
流
動
す
る
資
本
と
固
定
さ
れ
た
資
本
と
い
う
こ
れ
ら
の
諸
規
定
を
資
本
一
般
の
形
態
諸
規
定
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
、
絶
対

に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

A
そ
れ
で
な
け
れ
ば

V
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
の
多
数
の
現
象
1

1

資
本
の
一
回
か
、
ぎ
り
の
流
通
時
間
と
は

本
質
的
に
区
別
さ
れ
る
経
済
循
環
の
も
ろ
も
ろ
の
時
期
、
新
た
な
需
要
の
影
響
、
新
た
な
金
銀
生
産
諸
国
の
一
般
的
生
産
に
お
よ
ぼ

す
影
響
さ
え
も
ー
ー
が
わ
か
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
け
っ
し
て
完
全
に
は
使
用
き
れ
な
い
、

固
定
さ
れ
て
い
る
、
減
価
し
て
い
る
、
不
生
産
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
資
本
の
本
性
の
う
ち
に
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
刊
と
ん
な
刺

つ
ま
り
つ
ね
に
部
分
的
に
は



激
で
も
資
本
を
よ
り
大
な
る
生
産
へ
か
り
た
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
は
経
済
学
者
た
ち
1

i
リ
カ
ー
ド
ー
さ
え

も
ー
ー
が
お
ち
い
っ
て
い
る
ば
か
ば
か
し
い
も
ろ
も
ろ
の
矛
盾
。
彼
ら
は
、
資
本
が
つ
ね
に
十
分
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
前
提
し
て

い
る
の
だ
」

(
ω
2
3
0

流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
「
特
殊
的
規
定
」

さ
き
の
「
一
般
的
規
定
」
は
、
資
本
だ
と
い
う
こ
と
を
、
種
々
な
る
諸
形
態
を
と
り
な
が
ら
増
殖
し
つ
、
、
つ
け
る
価
値
主
体
の
運
動
と
い

う
面
と
、
あ
る
特
殊
形
態
へ
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
面
に
お
い
て
流
動
資
本
、
固
定
資
本
と
し
て
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
同
じ
一
つ
の
資
本
の
あ
り
か
た
を
流
動
と
固
定
と
の
統
一
に
お
い
て
規
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
と
で
は
、
資
本
が
ど

の
局
面
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
自
体
は
問
題
に
な
ら
な
い
し
、
そ
の
資
本
の
素
材
、
が
ど
ち
い
う
も
の
か
も
ま
っ
た
く
度
外
視
さ
れ
て
い

る。
し
か
し
こ
の
同
じ
一
つ
の
資
本
は
、
運
動
し
つ
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
拘
束
さ
れ
る
資
本
だ
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
二
重
に

特
殊
的
姿
態
で
実
存
す
る
も
の
と
し
て
、

ま
た
は
、
相
異
な
る
二
つ
の
種
類
の
資
本
に
分
裂
す
る
も
の
と
し
て
も
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
す
な
わ
ち
、
生
産
局
面
に
止
ま
っ
て
い
る
固
定
資
本
と
流
通
局
面
に
あ
る
流
動
資
本
と
い
う
さ
ら
に
す
す
ん
だ
形
態
規
定
が
行
わ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
ば
あ
い
に
は
、
使
用
価
値
と
し
て
生
産
過
樫
に
止
ま
る
か
ど
う
か
、
使
用
価
値
と
し
て
流
通
す
る
の
か
ど
う
か
と
い

う
素
材
的
区
分
、
が
形
態
規
定
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
く
る
。

「
こ
れ
ま
で
は
固
定
資
本
と
流
動
資
本
(
の
-
h
・
)
と
は
た
だ
資
本
の
異
っ
た
経
過
的
諸
規
定
と
し
て
現
れ
た
に
す
、
ぎ
な
い
が
、

そ
れ
ら
は
い
ま
や
資
本
の
特
殊
な
実
存
様
式
に
硬
化
し
て
お
り
、
流
動
資
本

2
・
。
・
)
は
固
定
資
本
と
並
ん
で
現
れ
る
。

い
ま
や

二
つ
の
特
殊
な
種
類
の
資
本
が
存
在
す
る
。
あ
る
一
定
の
生
士
阿
部
門
で
一
個
の
資
本
が
考
察
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
は
、
資
本
は
こ
れ
ら

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

J七



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

八事

二
つ
の
部
分
に
わ
か
れ
て
現
れ
、
あ
る
い
は
資
本
は
一
定
の
比
率
で
こ
れ
ら
二
つ
の
種
類
の
資
本
に
分
解
す
る
。

〈
の
・
。
・
)

生
産
過
程
の
内
部
で
の
区
別
、

A
す
な
わ
ち

V
初
め
に
労
働
手
段
と
労
働
材
料
、
最
後
に
労
働
生
産
物
は
、
い
ま
や
流
動
資
本

(
最
初
の
二
つ
)
と
固
定
資
本
と
し
て
現
れ
る
。
た
ん
に
そ
の
素
材
的
側
面
か
ら
み
た
資
本
の
区
別
立
て
が
、
い
ま
や
資

本
の
形
態
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
と
り
い
れ
ら
れ
、
ま
た
資
本
を
分
化
さ
せ
る
も
の

(LEqgN冒
gL)
と
し
て
現
れ
る
」

(ω
・日

由
(
)
)
。

(

F

O

)

こ
の
括
弧
内
の
「
最
初
の
一
一
つ
」
は
、
「
最
後
の
二
っ
し
の
誤
一
起
で
あ
ろ
う
(
あ
る
い
は
誤
読
か
も
知
れ
な
い
)
。
ち
な
み
に
、
す
ぐ
前
の
叙

述
で
は
、
「
流
動
資
本
(
原
材
料
と
生
産
物
)
と
固
定
資
本
(
労
働
手
段
)
」

(ω-as
と
な
っ
て
い
る
。

2

「
同
一
の
資
本
が
同
じ
事
業
で
、
固
定
入
資
本

V
と
流
動
入
資
本

V

2
・
。
・
〕
と
い
う
二
つ
の
異
な
っ
た
形
態
、
特
殊
な
実
存

様
式
で
現
れ
、

し
た
が
っ
て
二
重
に
実
存
す
る
。

い
う
こ
と
以
外
に
資
本
の
特
殊
な
規
定
性
と
し
て
現
れ
る
。

固
定
ム
資
本

V
ま
た
は
流
動
A
資
本

V
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
資
本
で
あ
る
と

だ
が
資
本
は
こ
の
よ
う
な
特
殊
化
へ
と
す
す
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

3 

(ω
・印(同市町一)。

「
:
:
:
価
値
と
し
て
は
固
定
資
本
は
流
通
す
る
(
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
部
分
的
に
、
継
起
的
に
だ
け
で
あ
る
と
し
て
も
)
:
・
:
・
。
そ
れ

は
使
用
価
値
と
し
て
は
流
通
し
な
い
。
固
定
資
本
は
、
そ
れ
が
そ
の
素
材
的
側
面
か
ら
考
察
さ
れ
る
か
、
ぎ
り
で
は
、
生
産
過
程
の
契

な
い
」

機
と
し
て
、
そ
の
境
界
か
ら
け
っ
し
て
去
ら
な
い
し
、
そ
れ
の
所
有
者
に
よ
り
譲
渡
も
さ
れ
な
い
で
、
被
の
手
中
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
た
ん
に
そ
れ
の
形
態
側
面
か
ら
み
た
ば
あ
い
、
資
本
と
し
て
、
多
年
生
の
価
値
と
し
て
流
通
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
流
動

資
本
(
円
。
・
)
で
は
、
形
式
と
内
容
、
使
用
価
値
と
交
換
価
値
の
あ
い
だ
の
こ
う
し
た
医
別
は
生
じ
な
い
」

〈

ω
・印吋
N

)

Q

4 

資
本
と
労
働
能
力
の
あ
い
だ
の
流
通
「
こ
の
流
通
に
は
い
り
こ
む
資
本
部
分

!
i給
養
品
♀
宅

5
2
3
5
2
S
C
I
-
-は
す
ぐ



れ
て
流
動
資
本
〈
の
・
。
・
)
で
あ
る
。
そ
れ
は
形
態
上
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
の
使
用
価
値
:
:
:
個
人
的
消

費
に
直
接
は
い
り
こ
む
生
産
物
で
あ
る
と
い
う
そ
れ
の
素
材
的
規
定
が
、
そ
れ
自
身
そ
れ
の
形
態
規
定
の
一
部
を
な
し
て
い
る
」

サ
ド
ー
ル

(ω
・
句
。
)
。
「
:
:
:
賃
銀
と
し
て
流
通
す
る
資
本
部
分
ー
ー
は
、
そ
れ
の
素
材
的
側
面
か
ら
み
て
:
:
:
流
通
か
ら
け
っ
し
て
あ
ゆ
み

で
な
い
し
、
ま
た
資
本
の
生
産
過
程
に
け
っ
し
て
は
い
り
こ
ま
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
つ
ね
に
先
行
す
る
生
産
過
程
の
生
産
物
、

結
果
と
し
て
、
こ
の
生
産
過
程
か
ら
つ
き
だ
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
こ
れ
と
は
反
対
に
、
固
定
資
本
と
し
て
規
定
さ
れ
た
資
本
部
分

は
、
:
:
:
使
用
価
値
と
し
て
は
、
生
産
過
程
か
ら
け
っ
し
て
あ
ゆ
み
で
な
い
し
、
ま
た
流
通
に
け
っ
し
て
二
度
と
は
い
り
こ
ま
な
い

の
で
あ
る
。
後
者
が
価
値
と
し
て
(
完
成
生
産
物
の
価
値
の
部
分
と
し
て
)
だ
け
流
通
に
は
い
る
の
に
対
し
、
前
者
は
価
値
と
し
て
だ

け
生
産
過
程
に
は
い
り
こ
む
」

(
ω
-
S
N
!日叶印〉。

以
上
が
、
流
動
資
本
と
同
声
資
本
の
二
様
の
規
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
つ
ぎ
の
「
資
本
の
流
通
に
お
け
る
一
一
一
つ
の
異
っ
た
区
別
」

(ω
・日

叶C
)

に
照
応
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(

一

)

「
総
過
程

l
i資
本
が
そ
れ
の
呉
な
っ
た
諸
契
機
を
経
過
す
る
と
と
」

(ω
・勾
S
。
こ
れ
に
よ
れ
ぽ
資
本
は
流
動
し
つ
つ
あ

る
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
、
ま
た
他
方
で
は
、
ど
の
諸
契
機
に
お
い
て
も
固
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
り
、

「
こ
の
よ
う
な

固
定
存
在
の
異
っ
た
諸
様
式
は
異
な
っ
た
諸
資
本
、
す
な
わ
ち
商
品
資
本
、
貨
幣
資
本
、
生
産
諸
条
件
と
し
て
の
資
本
を
構
成
す
る
」

「
大
流
通
。
生
産
過
程
の
外
部
で
の
資
本
の
運
動
」

1

1

「
生
産
局
面
か
ら
あ
ゆ
み
で
る
資
本
と
こ
の
局
面
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
資
本
と
の
対
立
か
ら
、
流
動
資
本

s
f白
石
ピ
吾
曲
目
)

と
固
定
資
本
の
区
別
が
生
じ
る
」
(
同
)
。

(
同
)
。

(一一〉

「
資
本
と
労
働
能
力
の
あ
い
だ
の
小
流
通
」
(
伺
)
。

fヘ
ー
'-" 

(
同
)

「
資
本
の
流
通
に
お
け
る
三
つ
の
異
な
っ
た
区
刷
か
ら

A
第
一
に

γ流
動
資
本

(
N
-
穴
・
〉
と
固
定
資
本
の
あ
い
だ
の
三
つ
の
区
別
が

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
緑

ゴL



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

三
O

生
じ
る

o
A第
二
に

V
資
本
の
一
部
が
す
ぐ
れ
て
流
動
資
本

(
N
-
民
〉
と
し
て
措
定
さ
れ
る
。
:
:
:
そ
し
て
第
三
に
流
動
資
本

(EEm)

と
固
定
資
本
の
あ
い
だ
の
区
別
。
形
態
比
・
3
に
お
け
る
流
動
資
本

(
N
-
民
)
は
比
・

2
を
も
ふ
く
む
。
な
ぜ
な
ら
後
者
も
同
様
に
固

定
資
本
に
対
し
対
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
形
態
比
・

2
は
形
態
比
・

3
を
ふ
く
ま
な
い
」

(ω

可
。
!
句
。
。

右
の
紋
述
か
ら
す
れ
ば
、

(
一
)
の
「
総
過
程
」
に
対
応
す
る
「
形
態
比
・

1
」
が
「
一
般
的
規
定
」
で
あ
り
、

(
一
二
〉
の
「
大
流

通
」
に
照
応
す
る
比
・

3
が
u
m

・
2
を
も
ふ
く
ん
で
「
特
殊
的
規
定
」
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
「
一
般
的
規
定
」
お
よ
び
資
本
の
「
総
過
程
し
と
い
う
把
握
を
、

つ
ぎ
の
よ
う

な
『
資
本
論
』
第
二
部
第
一
篇
の
舷
述
と
対
照
さ
れ
た
い
。

「
総
運
動

G
!
W・:
p
:
・
w
l
G」、

「
こ
こ
で
は
資
本
は
、
互
い
に
関
連
し
制
約
し
合
う
一
連
の
諸
転
化
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ

れ
が
一
つ
の
総
過
程
の
諸
局
面
ま
た
は
諸
段
階
を
な
し
て
い
る
一
連
の
諸
変
態
を
通
る
価
値
と
し
て
、
現
れ
る
。
こ
れ
ら
の
段
階
の

う
ち
二
つ
は
流
通
部
面
に
属
し
、
一
つ
は
生
産
部
面
に
属
す
る
O
i
-
-
-
資
本
価
値
が
そ
の
流
通
段
階
で
と
る
二
つ
の
形
態
は
、
貨
幣

資
本
と
商
品
資
本
と
い
う
形
態
で
あ
る
。
生
産
段
階
に
属
す
る
そ
の
形
態
は
、
生
産
資
本
と
い
う
形
態
で
あ
る
。
そ
の
総
循
環
の
経

過
中
に
こ
れ
ら
の
形
態
を
と
っ
て
は
捨
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
で
そ
の
形
態
に
対
応
す
る
機
能
を
行
う
資
本
は
、
産
業
資
本
で
あ

る
。
|
|
こ
こ
で
産
業
と
一
吉
う
の
は
、
資
本
主
義
的
に
経
営
さ
れ
る
す
べ
て
の
生
産
部
門
を
包
括
す
る
意
味
で
言
う
の
で
あ
る
」
。

「
他
方
、
循
環
そ
の
も
の
が
、

一
定
の
期
間
個
々
の
循
環
段
階
に
資
本
が
固
定
す
る

(
E
H
F
2
5
m
)
こ
と
を
必
然
に
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
事
柄
の
性
質
上
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
産
業
資
本
は
、
そ
の
諸
段
階
の
そ
れ
ぞ
れ
で
一
定
の
形
態
に
、
す
な
わ
ち
貨
幣
資

本
、
生
産
資
本
、
商
品
資
本
と
し
て
、
拘
束
さ
れ
て
い
る
」

(
戸
別
・

3
H
F
H凶
-Ew
∞-gig-
訳
〈
大
月
〉
司
・

2
)
。

「
:
・
・
・
・
連
続
的
に
行
わ
れ
る
産
業
資
本
の
現
実
の
循
環
は
、

た
だ
単
に
流
通
過
程
と
生
産
過
程
と
の
統
一
で
あ
る
だ
け
で
は
な



く
、
そ
の
三
つ
の
循
環
全
部
の
統
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
統
一
で
あ
り
う
る
の
は
、

た
だ
資
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の

部
分
が
循
環
の
相
続
く
諸
段
階
を
次
々
に
通
り
過
ぎ
る
こ
と
が
で
き
、

一
つ
の
段
階
、

一
つ
の
機
能
形
態
か
ら
次
の
そ
れ
に
移
行
す

る
こ
と
が
で
き
、

し
た
、
が
っ
て
こ
れ
ら
の
部
分
の
全
体
と
し
て
の
産
業
資
本
が
、
同
時
に
別
々
の
段
階
に
あ
っ
て
別
々
の
機
能
を
行

ぃ
、
こ
う
し
て
三
つ
の
循
環
の
す
べ
て
を
同
時
に
描
く
と
い
う
か
ぎ
り
で
の
こ
と
で
あ
る
」

(
H
r
・ω
-
H
C吋一
)

0

「
自
分
を
増
殖
す
る
価
値
と
し
て
の
資
本
は
、
階
級
関
係
を
、
・
:
含
ん
で
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

一
つ
の
運
動
で
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
段
階
を
通
る
循
環
過
程
で
あ
っ
て
、
こ
の
過
程
は
そ
れ
自
身
ま
た
循
環
過
程
の
一
一
一
つ
の
違
っ
た
形
態
を
含
ん
で
い

る
。
だ
か
ら
、
資
本
は
、

た
だ
運
動
と
し
て
の
み
理
解
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
静
止
し
て
い
る
物
と
し
て
は
理
解
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
価
値
の
独
立
化
を
単
な
る
抽
象
と
見
る
人
々
は
、
産
業
資
本
の
運
動
が
現
実
に
お
け
る
こ
の
抽
象
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
価
値
は
と
こ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
形
態
、

い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
通
っ
て
行
く
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
運
動
の
な
か
で
自
分

を
維
持
す
る
と
同
時
に
自
分
を
増
殖
し
拡
大
す
る
の
で
あ
る
」

(山一)・∞
-
H
C
m
v
)

。

み
ら
れ
る
よ
う
に
、

『
資
本
論
』
で
は
、
生
産
過
程
と
流
通
過
程
と
の
統
一
と
し
て
の
総
過
程
全
体
を
通
じ
て
貨
幣
、
商
品
、
生
産
要

素
と
い
う
諸
形
態
を
と
っ
て
は
捨
て
て
自
己
噌
殖
を
つ
づ
け
る
運
動
と
し
て
の
資
本
が
産
業
資
本
だ
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
時

に
、
こ
の
産
業
資
本
は
そ
の
運
動
中
で
、
右
の
諾
形
態
に
拘
束
さ
れ
、
国
定
化
さ
れ
る
必
然
性
が
あ
る
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

把
握
と
、
流
通
過
程
と
生
産
過
程
と
を
ふ
く
む
総
過
程
に
お
い
て
、

「
あ
る
規
定
か
ら
他
の
規
定
に
循
環
し
つ
つ
あ
る

A
と
こ
ろ
の
資

本
V
」
す
な
わ
ち
貨
幣
、
商
品
、
生
産
諸
条
件
と
い
う
諸
形
態
を
と
り
つ
つ
自
己
増
殖
の
運
動
を
つ
づ
け
る
主
体
と
し
て
の
資
本
そ
れ
白

身
を
流
動
資
本
と
規
定
し
、
他
方
で
は
こ
の
同
じ
資
本
を
、
右
の
特
殊
な
諸
形
態
の
一
つ
に
拘
束
さ
れ
固
定
化
さ
れ
ざ
る
を
え
ぬ
面
で
固

定
資
本
と
規
定
す
る
『
要
綱
』
の
把
握
と
は
、
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

一一一一一

『
資
本
論
』
の
把
握
に
お
い
て
は
、

わ
ち
産
業
資
本
の
循
環
は
三
循
環
の
統
一
だ
と
い
う
規
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
特
殊
な
一
形
態
へ
拘
束
さ
れ
て

も
っ
と
も
、

『
要
綱
』
の
規
定
の
さ
い
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
立
ち
入
っ
た
規
定
、
す
な

い
る
面
で
の
産
業
資
本
が
固
定
資
本
と
い
う
概
念
を
使
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
な
基
本
的
な
点
で
の
一

致
が
み
ら
れ
る
限
り
、
流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
ご
般
的
規
定
」
は
や
が
て
『
資
本
論
』
の
産
業
資
本
に
関
す
る
さ
き
の
規
定
へ
と
仕

上
げ
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
考
え
ら
れ
る
。

『
資
本
論
』
第
二
部
第
一
篇
で
産
業
資
本
概
念
が
規
定
さ
れ
る
さ
い
流
動
資
本
、
固
定
資
本
と
い
う
概
念
が
も
ち
い
ら
れ
て
い
な
い
点

に
つ
い
て
い
え
ば
、
①
資
本
価
値
が
総
過
程
で
と
ら
ざ
る
を
え
ぬ
三
つ
の
形
態
と
そ
の
循
環
形
式
の
特
質
を
と
ら
え
、
②
一
資
本
を
、
右
の

諸
変
態
・
諸
循
環
中
に
自
己
増
殖
し
つ
づ
け
る
運
動
主
体
H

三
循
環
の
統
一
そ
の
も
の
と
し
て
規
定
し
、
@
こ
の
主
体
が
特
定
の
姿
態
に

拘
束
さ
れ
制
限
さ
れ
る
こ
と
(
し
た
が
っ
て
ま
た
、
こ
の
諸
制
限
を
突
破
し
よ
う
と
す
る
資
本
の
傾
向
〉
を
解
明
す
る
ば
あ
い
に
、
従
来

ま
で
の
伝
統
的
な
流
動
資
本
、
固
定
資
本
と
い
う
種
々
の
混
乱
し
た
内
容
を
内
包
し
て
い
る
概
念
を
も
ち
い
る
必
要
が
な
い
ば
か
り
か
、

む
し
ら
こ
の
概
念
を
第
二
篇
で
資
本
の
回
転
様
式
と
い
う
視
点
か
ら
正
確
に
規
定
し
て
、
従
来
ま
で
の
混
乱
を
正
し
て
お
く
べ
き
だ
と
考

え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
形
式
的
対
比
で
し
か
な
い
が
、
産
業
資
本
の
概
念
を
、
一
二
つ
の
諸
形
態
を
と
り
つ
つ
自
己
増
殖
し
て
い
る
主
体
的
価
値
の
運
動

そ
の
も
の
と
い
う
側
面
に
限
っ
て
一
面
的
に
と
ら
え
、
こ
れ
と
さ
き
の
流
動
資
本
の
概
念
と
を
照
応
さ
せ
て
み
る
ば
あ
い
に
は
、
貨
幣
資

本
、
商
品
資
本
、
生
産
資
本
の
そ
れ
ぞ
れ
が
固
定
資
本
の
視
念
に
照
応
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

『
要
綱
』
の
ば
あ
い
に
は
、
流
動
資
本
の
ご
般
的
規
定
」
に
対
す
る
固
定
資
本
が
、
種
々
の
諸
局
面
に
休
止
し
遊
休

し
て
い
る
資
本
す
な
わ
ち
遊
休
資
本
と
し
て
も
把
握
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
固
定
資
本
が
遊
休
資
本
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
限
り
に

な
お
ま
た
、



お
い
て
は
、

『
要
綱
』
の
右
の
固
定
資
本
は
、

『
資
本
論
』
第
二
部
第
一
篇
等
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
意
味
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
「
遊
休
資

本
」
あ
る
い
は
「
資
本
の
遊
休
」
と
い
う
概
念
に
も
照
応
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
三
つ
の
諸
循
環
に
お
い
て

「
資
本
は
、
貨
幣
の
姿
で
い
る
あ
い
だ
は
資
本
と
し
て
機
能
し
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
価
値
増
殖
も
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

資
本
は
遊
休
し
て
い
る
の
で
あ
る
」

(
回
目

y
ω
J
ヨ)。

〔
た
だ
し
他
方
で
は
、

「
そ
の
運
動
の
中
止
、
そ
の
流
通
中
断
の
状
態
」
と
し
て
の
「
貨
幣
状

熊
が
、
そ
の
諸
段
階
の
一
つ
に
あ
る
産
業
資
本
に
と
っ
て
循
環
の
関
連
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
状
態
:
:
:
」

(
H
r

・ω
・∞
M
)

だ
と
い
う
面
も
看
過
し

て
は
な
ら
な
い
〕
。

「
労
働
期
聞
を
こ
え
る
生
産
期
間
の
超
過
」
は
、

「
つ
ね
に
、
生
産
資
本
が
生
産
過
程
そ
の
も
の
で
機
能
す
る
こ
と
な
し
に
潜
在
的
に

生
産
部
面
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
:
:
:
も
と
守
つ
い
て
い
る
。
潜
在
的
な
生
産
資
本
の
う
ち
で
、

た
だ
生
産
過
程
の
条
件
と
し
て
準
備
さ
れ

で
あ
る
だ
け
の
部
分
、

た
と
え
ば
紛
績
業
で
の
棉
花
や
石
炭
な
刊
と
は
、
生
産
物
形
成
者
と
し
て
も
価
値
形
成
者
と
し
て
も
働
い
て
い
な
い

。
こ
の
部
分
は
遊
休
資
本
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
そ
の
遊
休
は
生
産
過
程
の
中
断
さ
れ
な
い
流
れ
の
た
め
の
一
条
件
を
な
し
て
い
る

の
で
あ
る
」

Q
r・
ω
-
H
N
S
。

『
要
綱
』
に
お
け
る
流
動
資
本
と
固
定
資
本
概
念
の
「
一
般
的
規
定
」
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
の
、

一
篇
の
産
業
資
本
の
規
定
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
流
動
資
本
と
閏
定
資
本
の
「
特
殊
的
規
定
し
は
、

以
上
、

資
本
三'1'>-
口同

一一、 bo 
面、第
で、二
『部
資第

本
論
』
第
二
部
第
二
篇
に
お
け
る
流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
規
定
と
同
じ
内
容
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
は
、
さ
き
ほ
ど
の
「
特
殊
的
規
定
」
に
つ
い
て
あ
げ
た
引
用
の

3
、
お
よ
び
つ
ぎ
の
い
く
つ
か
の
諸
妓
述
を
み
る
だ
け
で
も
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。

労
働
手
段
は
「
い
ま
や
そ
れ
の
素
材
的
側
面
か
ら
み
て
労
働
の
手
段
と
し
て
現
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
資
本
の
総
過
程

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

一一



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

四

〔
「
資
本
の
総
体
運
動
(
回
転
)
」
何
ペ
ー
ジ
よ
り
補
足
、
引
用
者
〕
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
資
本
の
特
殊
な
一
定
在
様
式
と
し
て
|
|
固

定
資
本
と
し
て

!
i現
れ
る
」

(ω
・印∞印〉。

「
過
程
そ
れ
自
体
の
内
部
で
は
労
働
諸
要
素
と
他
の
二
つ
の
要
素
と
の
区
別
は
、
形
態
か
ら
み
で
、

た
ん
に
、

一
方
が
不
変
的
諸

価
値
と
し
て
、

ま
た
他
方
が
価
値
産
出
的
な
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。
だ
が
素
材
的
側
面
で
あ
る
諸

使
用
価
値
と
し
て
の
差
別
が
問
題
と
な
る
か
、
ぎ
り
は
、

こ
の
差
別
は
ま
っ
た
く
資
本
の
形
態
規
定
の
外
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
い

ま
や
流
動
資
本

2
・
C
)
(
原
材
料
と
生
産
物
)
と
固
定
資
本
・
(
労
働
手
段
)
と
の
区
別
に
お
い
て
は
、
語
使
用
価
値
と
し
て
の
諸
要

素
の
区
別
が
向
時
に
資
本
と
し
て
の
資
本
の
区
別
と
し
て
、
資
本
の
形
態
規
定
に
お
い
て
措
定
さ
れ
て
い
る
。
た
ん
に
量
的
で
あ
っ

た
諸
要
因
相
互
の
関
係
は
、

い
ま
や
:
:
:
資
本
の
総
体
運
動
(
回
転
〉
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
現
れ
る
」

ハ

ω
印∞
ω〉。

「
第
一
に
、
固
定
資
本
の
価
値
の
復
帰
は
継
起
的
で
あ
る
が
、
他
方
流
動
資
本

2
・C
)

に
あ
っ
て
は
価
値
の
実
存
が
使
用
価

値
の
そ
れ
と
合
致
す
る
:
:
:
ハ
と
い
う
区
分
が
あ
る
1

引
用
者
)
。
第
二
に
、
:
:
:
あ
た
え
ら
れ
た
資
本
の
平
均
回
転
時
間
に
お
よ

ぽ
す
固
定
資
本
の
影
響
〔
か
ら
〕
ば
か
り
で
な
く
て
、
対
自
的
に
考
察
さ
れ
た
ば
あ
い
の
資
本
の
回
転
時
間
に
お
よ
、
お
す
固
定
資
本

の
影
響
〔
か
ら
』

A
生
じ
る
区
別

V
。
:
:
:
つ
い
で
固
定
資
本
が
更
新
、
維
持
さ
れ
る
様
式
」

(ω.
印吋∞)。

「
流
動
資
本
は
:
・
:
・
流
通
に
全
部
的
に
は
い
り
こ
ん
だ
」
。

「
こ
れ
に
対
し
て
同
定
資
本
は
そ
れ
内
身
は
使
用
価
値
と
し
て
流
通

し
な
い
で
、
そ
れ
が
生
産
過
程
で
使
用
価
値
と
し
て
消
耗
さ
れ
る
そ
の
程
度
で
だ
け
、
価
値
と
し
て
加
工
原
料
か
(
:
:
:
)
、
ま
た

は
直
接
抽
出
さ
れ
た
粗
生
産
物
に
ハ
:
:
:
)
は
い
り
こ
む
。
だ
か
ら
そ
の
発
展
し
た
形
態
で
の
固
定
資
本
は
、
流
動
資
本
自
・

5

の
一
連
の
諾
回
転
を
包
括
す
る
、
幾
年
に
も
わ
た
る
一
循
環
の
の
ち
に
だ
け
還
流
す
る
。
:
:
:
流
動
資
本
が
よ
り
短
か
い
期
間
に
全

部
的
に
流
通
す
る
の
に
、
固
定
資
本
は
よ
り
長
い
期
間
に
断
片
的
に
還
流
す
る
」

〈

ω.m{)申
)

。



「
だ
か
ら
流
動
資
本

(
N
・
。
・
)
の
回
転
は
、
総
時
間
と
し
て
の
一
年
の
あ
い
だ
の
回
転
の
回
数
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
の
で
あ

る
」
。

「
固
定
資
本
の
介
入
に
よ
っ
て
以
上
の
こ
と
は
変
更
さ
れ
、
そ
し
て
資
本
の
回
転
時
間
も
、
そ
れ
の
回
数
を
測
定
す
る
た
め

の
単
位
で
あ
る
一
年
も
、
も
は
や
資
本
の
運
動
に
と
っ
て
の
尺
度
時
間
と
し
て
は
現
れ
な
い
。
い
ま
や
む
し
ろ
こ
の
単
位
は
、
固
定

資
本
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
再
生
産
時
間
と
、
し
た
が
っ
て
固
定
資
本
が
価
値
と
し
て
流
通
に
は
い
り
こ
み
、

つ
い
で
そ
の
価
値

総
体
に
お
い
て
流
通
か
ら
復
帰
す
る
の
に
要
す
る
そ
の
総
流
通
時
間
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
:
:
:
固
定
資
本
の
大
規
模
な
発
展

以
来
、
十
年
前
後
の
期
間
で
産
業
が
通
過
す
る
と
こ
ろ
の
循
環
が
、
と
の
よ
う
に
し
て
規
定
さ
れ
た
資
本
の
総
再
生
産
局
面
と
関
連

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
疑
問
の
余
地
が
な
い
」

(
ω
n
c
∞)。

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
生
産
過
程
内
部
で
の
資
本
の
素
材
的
区
分
に
基
礎
を
お
い
た
資
本
の
流
通
様
式
・
回
転
様
式
の
相
違

か
ら
、
流
動
資
本
、
固
定
資
本
の
区
別
が
説
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
「
特
殊
的
規
定
」
は
、

『
資
本

論
』
第
ニ
部
第
二
篇
で
の
流
動
、
固
定
資
本
の
規
定
と
共
通
す
る
内
容
を
ふ
く
ん
で
お
り
、

し
た
が
っ
て
ま
た
、
「
一
般
的
規
定
」
と
「
特

殊
的
規
定
」
と
い
う
二
様
の
規
定
を
通
し
て
、

『
資
本
論
』
第
二
部
に
お
け
る
第
一
篇
と
第
二
篇
と
の
関
連
の
把
握
が
、
基
本
的
な
点
で

は
当
時
す
で
に
準
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

し
か
し
、
流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
「
特
殊
的
規
定
」
に
関
す
る
紋
述
中
に
は
、

た
し
か
に
、
右
の
よ
う
に
一
面
で
『
資
本
論
』
第
二

部
第
二
篇
の
規
定
と
共
通
す
る
面
も
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
う
ば
か
り
と
は
い
え
な
い
妓
述
も
み
う
け
ら
れ
る
し
、
ま
た
そ
う
と
は
い
え
な

い
説
明
が
そ
の
規
定
の
主
要
な
側
面
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
紋
述
す
ら
あ
る
。
ま
た
そ
の
紋
述
を
み
る
と
、
流
動
資
本
と
流
通
資
本

と
の
混
同
が
犯
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ば
あ
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
章
を
あ
ら
た
め
て
、
流
動
資
本
と
固
定
資
本

の
規
定

l
iと
く
に
「
特
殊
的
規
定
」
1
1
1
に
つ
い
て
よ
り
一
層
立
ち
入
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

五



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

ムノ、

〈

6
〉
「
け
っ
し
て
完
全
に
は
使
用
さ
れ
な
い
、
つ
ま
り
つ
ね
に
部
分
的
に
は
固
定
さ
れ
て
い
る
、
減
価
し
て
い
る
、
不
生
産
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
、
資
本
の
本
性
の
う
ち
に
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
刺
激
で
も
資
本
を
よ
り
大
な
る
生
産
へ
か
り
た
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」

(ω
・

2
3
0
「
あ
ら
ゆ
る
局
面
を
通
過
す
る
主
体
と
し
て
の
、
流
通
と
生
産
と
の
動
的
統
一
:
:
:
と
し
て
の
資
本
は
流
動
資
本
で
あ
る
。
そ
れ
自
身
が
こ

れ
ら
の
諸
局
面
の
そ
れ
ぞ
れ
に
束
縛
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
・
:
・
資
本
は
固
定
さ
れ
た
資
本
で
あ
り
、
拘
束
さ
れ
た
資
本
で
あ
る
。
:
:
:
休
止
資
本
、

遊
休
資
本
の
概
念
は
、
資
本
が
こ
れ
ら
諸
規
定
の
一
つ
に
遊
休
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
だ
け
関
係
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
資
本
が
部
分
的
に
つ
ね

に
遊
休
し
て
い
る
と
い
う
こ
左
は
、
資
本
の
条
件
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
民
的
資
本
の
一
部
が
、
資
本
の
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
局
面

の
一
つ
に
つ
ね
に
定
着
状
態
に
あ
る
と
い
う
か
た
ち
で
現
れ
る
」

(ω
・
2
3
0
「
わ
れ
わ
れ
が
さ
き
に
も
ち
い
た
意
味
で
固
定
さ
れ
た
資
本
、
す

な
わ
ち
固
定
さ
れ
て
い
る
、
処
分
で
き
な
い
、
利
用
で
き
な
い
資
本
で
は
、
第
一
に

J
-
a
・
ミ
ル
(
:
:
:
)
。
資
本
の
総
流
通
過
程
の
一
局
面
に

お
け
る
定
着
。
こ
の
意
味
で
は
ミ
ル
が
、
さ
き
の
諸
引
用
で
の
ベ
イ
リ
ー
の
よ
う
に
、
一
国
の
資
本
の
ま
す
ま
す
大
き
な
部
分
が
遊
休
す
る
と
の
べ

て
い
る
の
は
正
し
い
」

(ω-mω
巴
。

(

7

)

こ
こ
で
の
諸
引
用
に
お
け
る
遊
休
資
本
概
念
は
、
資
本
が
価
値
形
成
者
と
し
て
働
い
て
お
ら
ず
、
直
接
に
は
資
本
と
し
て
機
能
し
て
は
い
な

い
が
、
資
本
循
環
の
一
定
段
階
に
止
ま
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
「
資
本
の
遊
休
」
あ
る
い
は
「
遊
休
資
本
」
は
、
資
本

の
運
動
の
具
体
的
内
容
に
応
じ
て
、
種
々
の
発
展
し
た
内
容
を
も
っ
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
産
業
資
本
の
運
動
局
面
の
外
部
で
、
「
貸
付
の

た
め
に
提
供
さ
れ
て
い
て
有
利
な
投
下
を
求
め
て
い
る
遊
休
資
本
」
Q
r
・
回
・
国
・
印

-
S
S
と
い
う
意
味
で
い
わ
れ
る
ば
あ
い
や
、
資
本
の
過
剰
と

の
関
連
で
、
競
争
を
通
じ
て
「
資
本
の
あ
る
部
分
は
全
部
ま
た
は
一
部
分
遊
休
し
(
・
:
:
〉
、
ま
た
他
の
部
分
は
、
遊
休
資
本
ま
た
は
半
遊
休
資
本

の
庄
迫
に
よ
っ
て
、
よ
り
低
い
利
潤
率
で
増
殖
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
Q
r
・
回
・
国

.
ω
-
N
m
S
と
い
う
よ
う
に
い
わ
れ
る
ば
あ
い
も
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
課
題
と
は
ず
れ
る
の
で
こ
れ
以
上
た
ち
入
ら
な
い
。

(
8
)

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
流
動
資
本
、
同
定
資
木
の
二
般
的
規
定
し
に
は
、
流
動
資
本
と
流
通
資
本
と
の
混
同
が
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。

「
さ
て
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
脊
/
本
の
循
環
の
各
契
機
を
『
生
産
資
本
』
:
:
:
商
品
資
本
及
び
貨
幣
資
本
と
し
て
把
樫
す
る
が
、
こ
の
資
本
の
流
通
過

程
で
の
姿
態
変
換
を
流
動
資
本
第
一
形
態
(
わ
た
く
し
の
い
う
「
一
般
的
規
定
」
|
|
水
谷
)
と
之
に
照
応
す
る
固
定
資
本
と
の
姿
態
変
換
と
し
て

把
握
し
直
す
。
日
く
。
『
主
体
と
し
て
、
こ
の
運
動
の
種
々
な
局
面
を
次
々
に
移
っ
て
ゆ
く
、
そ
の
中
で
自
己
を
維
持
し
旦
つ
倍
化
す
る
価
値
、
こ

の
変
態
の
主
体
と
し
て
、
循
環
経
過
に
お
い
て
|
|
螺
線
と
し
て
、
自
己
を
拡
張
す
る
循
環
と
し
て
進
ん
で
ゆ
く
主
体
と
し
て
1

1

資
本
は
流
動
資

木

古
4
5
-
C門
口
己
言
。
で
あ
る
。
流
動
資
本
は
だ
か
ら
差
し
当
り
は
、
制
等
資
本
の
特
殊
な
形
態
で
は
な
く
、
そ
れ
は
増
々
発
展
し
て
ゆ
く
と
云



う
規
定
に
お
け
る
、
即
ち
価
値
増
殖
過
程
、
と
し
て
の
自
己
自
身
が
そ
れ
で
あ
る
処
の
、
循
環
を
措
く
運
動
の
主
体
と
し
て
の
伊
月
六
一

r
(
2
E
Z
ω
一)

で
あ
る
。
こ
の
側
面
か
ら
す
れ
ば
、
ど
の
資
本
も
亦
流
動
あ
恥
(
合
由
民
長
ロ
ロ

2
2
ι
o
E
Z乙
)
で
あ
る
』
(
∞
・
ミ
S
。
然
し
他
面
、
資
本
は
循

環
の
『
ど
の
階
梯
に
お
い
て
も
一
つ
の
規
定
に
お
い
て
、
即
ち
、
全
運
動
の
主
体
と
し
て
の
自
己
の
否
定
で
あ
る
処
の
特
殊
な
姿
態
に
結
び
つ
け
ら

れ
た
も
の
と
し
て
』
、
即
ち
『
非
流
動
資
本

(
Z一
円
「
仲
間
是
正
皆

g
品
。
同
名
古
}
)
、
資
本
が
通
過
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
処
の
種
々
な
規
定
、
階
梯
の
一
つ

に
固
定
き
れ
た
、
勘
定
資
恥
』

(ω
・
2
品
〉
と
し
て
措
定
さ
れ
、
そ
し
て
『
こ
の
固
定
的
存
在
の
種
々
の
様
式
』

(ω
・ミ
S
が
、
生
産
資
本
、
商

品
資
本
、
貨
幣
資
本
な
の
で
あ
る
、
と
。
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
流
動
資
本
と
流
通
資
本
と
の
混
同
|
|
l
ス
ミ
ス
の
前
提
を
伴
わ
な
い
が
而
も
ス
ミ
ス

の
資
本
分
類
の
残
津
ー
ー
が
あ
る
。
従
っ
て
凡
べ
て
の
生
産
物
、
だ
か
ら
社
会
の
総
生
産
物
も
そ
れ
が
流
通
す
る
限
り
流
動
資
本
で
あ
り
|
|
ス
ミ

λ

に
お
け
る
『
社
会
の
流
動
資
本
』
な
る
概
念
に
夜
意
|
|
、
こ
の
点
か
ら
も
生
産
物
の
価
値
構
成
を

c
+
v
+
m
と
把
握
す
る
道
、
か
閉
ざ
さ
れ
る

;
:
:
」
(
小
林
賢
斉
「
再
生
産
表
式
と
資
本
の
循
環
・
回
転
1
1
1

『
表
式
』
成
立
過
程
の
一
考
察
|
|
」
八
東
大
経
済
学
会
、
『
経
済
学
論
集
』
第

二
五
巻
第
三
・
四
合
併
号
〉
八
八
|
八
九
ペ
ー
ジ
。
こ
の
論
文
は
、
多
く
の
疑
問
点
を
ふ
く
む
も
の
と
は
い
え
、
『
要
綱
』
に
お
け
る
流
通
過
程
の

検
討
を
行
い
多
く
の
問
題
提
起
を
し
た
、
お
そ
ら
く
最
初
の
カ
作
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
わ
た
く
し
が
右
の
見
解
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
当

面
の
問
題
を
明
確
に
す
る
た
め
の
一
材
料
と
し
て
に
す
ぎ
な
い
)
。

右
の
主
張
を
み
る
と
、
マ
ル
ク
ス
の
絞
述
の
引
用
か
ら
た
だ
ち
に
「
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
流
通
資
本
と
流
動
資
本
と
の
混
同
が
あ
る
」
と
い
う
断

定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
、
ど
う
い
う
点
で
そ
う
い
う
断
定
が
さ
れ
る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
だ
け
を
み
て
も
十
分
に

理
解
し
え
な
い
。
た
だ
、
す
ぐ
あ
と
の
文
章
を
み
る
と
、
三
姿
態
を
と
っ
て
運
動
す
る
資
本
を
流
動
資
本
と
す
る
点
で
流
通
資
本
と
の
混
同
が
犯
さ

れ
、
そ
こ
か
ら
総
生
産
物
を
流
通
す
る
限
り
で
流
動
資
本
と
規
定
し
て
し
ま
う
|
|
こ
の
点
で
ス
ミ
ス
に
お
け
る
「
社
会
の
流
動
資
本
」
概
念
に
注
意

ハ
ス
ミ
ス
は
こ
の
概
念
の
も
と
で
、
本
来
的
流
通
過
程
に
あ
る
資
本
H
流
通
資
本
と
、
流
動
資
本
と
を
混
同
し
て
い
る
八
水
谷

v
u
l
i、
と
い
う
説

き
方
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
察
す
る
と
、
右
の
主
張
は
、
三
一
姿
態
を
と
り
つ
つ
運
動
す
る
主
体
と
し
て
の
資
木
そ
の
も
の
を
流
通
資
木
(
本
来
的

流
通
に
あ
る
資
本
〉
だ
と
み
な
し
た
う
え
で
、
こ
の
流
通
資
本
を
『
資
木
論
』
で
い
わ
れ
て
い
る
意
味
で
の
本
米
の
流
動
資
本
と
呼
称
し
て
し
ま
う

こ
と
を
混
同
だ
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
推
察
で
き
る
。

仮
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
が
流
動
資
本
(
「
一
般
的
規
定
」
)
だ
と
い
っ
て
レ
る
も
の
は
、
本
来
の
流
通

資
本
で
は
な
く
て
産
業
資
本
な
の
で
あ
り
、
同
一
の
用
語
を
使
い
つ
つ
も
「
特
殊
的
規
定
」
の
流
動
資
本
と
は
内
容
上
で
厳
密
に
区
別
し
て
い
る
も

の
だ
か
ら
、
批
判
は
ま
と
は
ず
れ
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
来
の
流
動
資
本
と
流
通
資
本
と
の
混
同
が
あ
る
か
ど
う
か
と

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

七



『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

i¥ 

い
う
問
題
は
、
流
動
資
本
の
「
特
殊
的
規
定
」
の
内
部
で
検
討
し
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
流
動
資
本
の
「
一
般
的
規
定
」
に
お
い
て
は
、
「
p
i
-
-
P
」
型
と
い
う
生
産
資
本
循
環
し
か
折
出
さ
れ
な
い
で
い
る
と
い
う
も
う
一

つ
の
主
張
に
つ
い
て
。

「
然
し
マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
で
は
貨
幣
資
本
の
循
環
を
折
出
す
る
事
が
出
来
な
い
。
蓋
し
彼
は
、
当
時
は
、
『
貨
幣
の
然
る
べ
き
比
例
で
の
、
生
産

A

、

的
資
本
と
し
て
の
原
料
、
労
働
手
段
及
び
労
働
:
:
:
へ
の
転
態
』
〈
G
W
八
m
)

は
、
『
資
本
一
般
で
は
な
く
、
多
く
の
資
本
が
問
題
と
な
る
時
に
初

p
 

め
て
考
察
さ
れ
得
る
』

(ω

色申
l
l
b
c
)
と
規
定
し
、
又
特
に
『
資
本
の
一
部
の
生
き
た
労
働
と
の
交
換
』

(
G
I
A
)
は
『
労
賃
等
の
篇
に
属
す

る』
(
ω
-
A
H
N
O
)

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
(
前
掲
八
七
ペ
ー
ジ
、
傍
点
小
林
氏
)
。
形
成
さ
れ
た
資
本
か
ら
出
発
す
る
い
ま
で
は
資
本
、
が
通

過
す
る
諸
階
梯
は
、
「
第
一
階
梯
は
直
接
的
生
産
過
程
(
そ
の
結
果
は
生
産
物
)
、
第
E
階
梯
は
:
:
:
生
産
物
の
商
品
へ
の
転
化
、
第
E
階
梯
は
、

凶
商
品
の
貨
幣
へ
の
転
化
、
倒
貨
幣
の
生
産
諸
条
件
へ
の
再
転
化
及
び
第
W
階
梯
ゆ
生
産
過
程
の
あ
掛
で
あ
る
、
と
。
(
こ
う
マ
ル
ク
ス
は
い
う
|
|

引
用
者
)
。
従
っ
て
彼
が
こ
こ
で
把
握
し
た
資
本
の
循
環
形
態
は

p
i
-
-
-
P
型
」
に
す
ぎ
な
い
(
前
掲
八
七
ペ
ー
ジ
)
。

A
 

資
本
の
総
過
程
は
概
念
的
に
は
G
|
W
八
四
か
ら
始
ま
る
が
、
生
成
し
た
資
本
か
ら
出
発
す
る
ば
あ
い
に
資
本
の
通
過
局
面
は
右
の
と
お
り
で
あ
る

P

、

と
い
う
叙
述
は
、
マ
ル
ク
ス
が

p
i
-
-
P
型
し
か
把
え
え
な
い
で
い
る
こ
と
の
論
拠
に
は
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
右
の
主
張
の
論
拠
も
、
直
接
に
は

G
八
叫
が
資
本
一
般
で
な
く
労
賃
そ
の
他
で
あ
っ
か
わ
れ
る
と
い
う
『
要
綱
』
の
叙
述
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
叙
述
で
マ
ル
ク
ス
が
の

P

A

 

べ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
剰
余
価
値
の
発
生
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
G
八
m
を
あ
と
ま
わ
し
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
労
働

p
 

力
と
生
産
手
段
と
へ
の
貨
幣
の
分
割
比
率
や
労
働
市
場
の
問
題
に
関
し
て
は
あ
と
ま
わ
し
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。

、、Jノ

「
町
適
当
な
比
率
で
の
貨
幣
の
原
料
、
労
働
手
段
、
労
働
へ
の
転
化
、
つ
ま
り
生
産
的
諸
要
素
と
し
て
の
資
本
の
諸
要
素
へ
の
転
化
。

w資
本
の
一

部
分
と
生
き
た
労
働
力
能
と
の
交
換
は
特
殊
な
一
契
機
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
考
察
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

い
う
の
は
労
働
市
場
は
、
生
産
物
市
場
と
は
別
の
諸
法
則
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
人
口
が
重
要
事
項
で
あ
る
。
:
:
:
契
機

、、Jノ

酌
は
、
資
本
一
般
で
は
な
く
て
、
多
数
の
資
本
を
論
ず
る
と
き
に
な
っ
て
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
契
機

W
は
、
労
賃
等
に
か
ん
す
る
篇
に

属
す
る
」

(ω
・
ι
g
i
b
S
。

そ
れ
ゆ
え
、
右
の
『
要
綱
』
の
叙
述
も
ま
た
、
貨
幣
資
本
循
環
が
折
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
論
拠
に
は
な
ら
な
い
。

前
章
の
考
察
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
要
綱
』
で
は
、
い
わ
ば
「

0
・
0
型
」
こ
そ
資
本
の
一
般
的
運
動
形
態
だ
と
い
う
点
は
単
純
な
貨
幣
流



通
に
対
す
る
資
本
流
通
の
特
徴
、
資
本
流
通
に
お
い
て
貨
幣
が
う
け
と
る
形
態
諸
規
定
、
貨
幣
の
還
流
運
動
等
の
考
察
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
考
察
の
な
か
で
(
あ
る
い
は
価
値
増
殖
過
程
の
考
察
の
な
か
で
)
労
働
力
能
と
労
働
手
段
と
が
右
の
増
殖
過
程
に
は
た
す
相
異
な
る
役

割
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
れ
ら
の
こ
と
を
み
る
だ
け
で
も
、
流
動
資
本
の
「
一
般
的
規
定
」
に
お
い
て
貨
幣
資
本
循
環
が
折
出
さ
れ

て
い
な
い
な
ど
と
は
到
底
い
え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
運
動
主
体
と
し
て
の
価
値
を
最
も
よ
く
表
現
す
る
も
の
が
貨
幣
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
は

マ
ル
ク
ス
が
一
再
三
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
G
i
-
-
-
G
型
」
の
循
環
を
つ
か
み
え
ず
し
て
資
本
流
通
の
分
析
そ
の
も
の
が
不
可
能
に
な
る
こ
と

を
思
え
ば
、
さ
き
の
主
張
は
ま
っ
た
く
の
誤
解
だ
と
い
え
よ
う
。

(
未
完
〉

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程

九




